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改訂履歴

	日付
	注意事項 / コメント / 変更内容

	2024年3月6日
	ページ数の問題をを修正しました。表紙の日付は更新されていません。

	2024年3月5日
	305 レコードタイプに、99行、テスト ユーザーを追加しました。 

	2024年1月26日
	パスワード プロビジョニングについての情報を追加しました。パスワード プロビジョニングはサポートされていますが、サインイン設定ページの要件に対し検証されます。

	2023年10月30日
	1300 フォーマットを使用して新 JPT の定期券経路をインポートする際、参照 (#9) フィールドの詳細仕様については駅すぱあとの提供元にご相談くださいという注意を追記しました。

	2023年8月7日
	910 レベル フィールドは、[車両基準] および [車両] によって距離が蓄積された場合、複数の車両のインポートをサポートしないという重要な注意事項を追記しました。
これは旧走行距離サービスにのみに適用され、新しい走行距離サービスには適用されません。

	2023年7月28日
	2023年8月2日をもって、インポートを使用したパスワードのプロビジョニングはサポートされなくなったことを明確にするため、パスワードの情報を更新しました。パスワード フィールドに提供された値はすべて無効になります。新しいユーザーはランダムに生成されたパスワードを提供され、最初のログイン時に変更をする必要があります。この変更により、以下のセクションを更新しました:
· インポート設定（レコード タイプ 100）の形式
· 従業員インポート（レコード タイプ 300）の形式
· 従業員インポート（レコード タイプ 305）の形式
· 従業員インポート（レコード タイプ 310）の形式

	2023年4月25日
	ハッシュの情報を含め、 350 レコード セットを更新しました。

	2023年3月10日
	820 レコード セットに [国籍] フィールド情報を追加しました。

	2023年1月11日
	取引明細レポート ユーザーに割り当てられたロールとして、「旅行者」と「Expense ユーザー」を変換するよう、370 レコード セットを更新し、すべてのユーザーが600 レコードではなく 650 レコード セットを使用しなくはならない理由を更新しました。

	2022年11月1日
	2022年11月１日に FAX 機能廃止となったため、FAX の記述を削除しました。

	2022年10月14日
	JPY 定期券経路インポートの [開始日] フィールドが [Y] である必要があることを追記しました。

	2022年8月19日
	SAP Intelligent Enterprise suiteへの、エンド to エンドのアクセスをサポートするため、315-レベル SAP グローバル ID インポートを追加しました。

	2022年8月18日
	同ユーザーに対し、新しい定期券区間が既存の区間と重なることができないということを明確にするよう、1300-レベル開始日および終了日レコードを更新しました。

	2022年5月20日
	350 Travel Addendum 行5 の [ニックネーム] フィールドを [通称名] に更新しました。

	2022年1月11日
	著作権の年を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2021年9月21日
	350 レコード、15 列の説明セクションの注意を削除しました。

	2021年9月18日
	今後の Pay ソリューションのため、820 レベル EFT 詳細銀行口座インポートを追加しました。

	2021年8月21日
	既存の JPT ユーザー に JPY 定期券経路インポートのプロセスを説明するため、既存のJPTユーザー セクションに JPY 定期券経路インポート（レコード タイプ 1300）の形式 を追加しました。
JPY 定期券経路インポート（レコード タイプ 1300）の形式 を　新 UI における JPT ユーザーのJPY 定期券経路インポート（レコード タイプ 1300）の形式　に名称変更し、情報を更新、追加しました。

	2021年6月30日
	車両インポート（レコード タイプ 900）の形式 セクションに、900 レベルのフィールドは、車両または車両基準により距離を積算する場合、複数の車両のインポートをサポートしません、という重要な注意事項を追記しました。
これは、旧走行距離サービスに適用され、新しい走行距離サービスには適用されません。

	2021年5月19日
	350 ファイル タイプ Travel Addendum の GDS プロファイル名を一括削除できない記載を削除し、値をクリアするのに $BLANK$ 演算子を使用することの注意を追加しました。

	2021年4月14日
	著作権の年を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2021年2月4日
	[従業員インポートによる名前フィールドの更新]、および [Travel と Expense 間の名前フィールドの同期] の情報を追加しました。
本店所在州は有効な 2-3 文字の州コードでなければならないという記載を追記しました。

	2021年1月12日
	データ保持機能により機密データが削除された場合、お客様は従業員インポート ファイルを更新する必要があることの注意を追加しました。

	2021年1月4日
	インポートでは、いくつかの繁体字はサポートされないという注意を追記しました。

	2020年11月17日
	810 レコード タイプの IBAN 番号 フィールド の USD および CAD に対する追加 IBAN 情報を削除しました。

	2020年11月14日
	レコード タイプ 800　EFT 銀行口座番号を最長 20 文字から 29 文字に更新しました。

	2020年10月28日
	Travel Addendum インポート (レコード タイプ 350） の GDS プロファイル名 フィールドに以下の注意を追加しました。
注意: このフィールドは更新のみです。既存のデータを削除するための空白とスペースは、インポート時に値として無視されます。つまり、単一のインポートファイルを使用して、多くのユーザーの該当データを一括削除することはできません。


	2020年10月8日
	以下の更新を行いました
· インポート設定 (レコード タイプ: 100:) のパスワード フィールドに以下を追加しました。
 パスワードはユーザー作成時にのみ使用されます。
· 従業員インポート (レコード タイプ 300) 、拡張従業員インポート (レコード タイプ 305)、ユーザー プライマリ フィールド追加インポート (レコード タイプ 310） のパスワード フィールド説明より以下の注意を削除しました。
注意: 100 レベルの [既存のレコード処理] の値（WARN など）は、以下のように影響します。
· [UPDATE] を指定した場合、既存のパスワードが保持されます。
· [REPLACE] を指定した場合、既存のパスワードは上書きされます。
· Travel Addendum インポート (レコード タイプ 350） の [携帯電話] フィールドに以下の注意を追加しました。
注意: リスクマネジメントでは、電話番号に国コードを含めることが必要です。

	2020年7月23日
	810 レコード タイプの IBAN 番号 フィールド の USD および CAD に対する追加 IBAN 情報を追加しました。

	2020年7月13日
	車両インポート (レコードタイプ 900) 形式にある表の車両基準名に、英数字が追加されました。

	2020年5月16日
	対応言語のロケール表にタイロケール コードを追加しました。

	2020年4月27日
	ガイドのタイトル ページで [Authorization Request] チェック ボックスの名前を [Request] に変更しました。表紙の日付に変更はありません。。

730 (予算承認者のインポーター) および 770 (予算承認者インポーターの削除) レコード タイプへの全ての参照を削除しました。これらのレコード タイプは、予算見通し予算承認者専用でした。

	2020年4月9日
	以下の既定値を No に変更しました。
· 支払ステータスが変更されたときにメールを送信
· 支払が承認待ちのときにメールを送信
· 支払申請がユーザーに割り当てられたときにユーザーにメールを送信
· 申請が購入に割り当てられたときにメールを送信

	2020年4月7日
	軽微な編集; 表紙とフッタの最終更新日は変更していません。。

	2020年1月15日
	著作権を更新しました。中国の用語を香港、中国、台湾、中国、およびマカオ、中国向けに更新しました。

	2019年12月7日
	Budget Insight 機能の記載を削除しました。予算機能を使用する必要のあるお客様は、昨年リリースされた SAP Concur の新しい Budget 製品を実装することをお勧めします。

	2019年11月14日
	350 レコードの名前サフィックス値に “VI” を追加しました。

	2019年8月27日
	「アクセス許可」セクションを追加しました。

	2019年8月10日
	[XML プロファイル同期 ID] フィールドに注釈を追加しました。これは更新のみで、既存のデータの削除ではありません。

	2019年5月31日
	サポートが終了した複合ログイン への参照を削除しました。

	2019年5月11日
	[Amadeus ロール管理] フィールドに、「このフィールドはまだ表示されていますが、アクティブではなくなり、列に含まれる値はシステムから無視されます。」というアクセス許可注釈を追加しました。 
[パスワード] フィールドに、パスワード フィールドは引き続き、100、300、305、310 レコード タイプで利用可能ですが、ファイルの初回インポート中、またはシステムで新しいユーザーを作成しているときに限り読み込まれます。以降のフィールドの使用は、システムによって無視されます。100 レコードのパスワード更新および置換機能は使用できなくなりました。

	2019年4月30日
	400 レコードから Cognos の予算ロールを削除しました。 

	2019年4月25日
	400 レコードから、予算閲覧者、予算所有者、予算管理者、予算承認者ロールを削除しました。

	2019年3月28日
	国コードの定義を明確にし、付録のリストを更新しました。 

	2019年3月5日
	シンガポールの再追加を含め、複数のダイレクト セクションの表に行を追加しました。

	2019年2月21日
	550 レコードに購入申請の情報を追加しました。

	2019年2月12日
	著作権を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2018年11月14日
	350 レコード、コラム 17に定義を追加しました。

	2018年10月20日
	ロケール リストにインドネシアを追加しました。

	2018年7月2日
	英国の 810 レベルの Iban 番号フィールド要件が 8 文字に変更されました。
400 レベルの出張予約の管理者ロールが廃止され、この文書から記載が削除されました。

	2018年6月21日
	ロケール リストにトルコを追加しました。

	2018年5月22日
	コンマ区切りが既定であり、パイプを区切りとして使用する場合はお客様からの要望が必要であとの情報を追加しました。

	2018年4月16日
	表紙のチェック ボックスを変更しました。そのほかの変更はありません。表紙の日付は更新されていません。

	2018年2月27日
	以下の注記を追加しました。
 
私的、機密、またはカスタム フィールドの一意的に識別される情報については、許可しないことがベスト プラクティスです。

	2018年2月23日
	注記を追加しました。ログイン ID は、すべての Concur 製品間で一意でなければなりません。Concur 製品で使用中のログイン ID は、元の製品で変更しない限り、別の製品に割り当てることはできません。たとえば、ある製品にログイン ID が誤って割り当てられている場合、管理者がその製品で（手入力またはインポートにより）名前を変更した後にのみ、別の製品でそのログイン ID を変更できるようになります。

	2018年2月2日
	表紙とフッタを更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付は更新されていません。。 

	2018年1月25日
	承認者ロールの割り当てを正しく行うには、事前申請ユーザーのフィールドが Yes (Y)  である必要があるため、事前申請承認者のフィールドを更新しました。

	2018年1月22日
	表紙とフッタを更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付は更新されていません。。

	2018年1月22日
	400 レコードの予算ロールを再編成しました。内容の変更はありません。

	2018年1月10日
	300 および 350 レベル レコードでの経費精算ユーザー ロールに、既定で使用されている「Yes」を明確にしました。

	2017年11月27日
	Travel 350 レコード Open Booking ユーザーのアクセス許可フィールドは、グループ対応になり、グループレベルで管理されるようになりました。

	2017年11月15日
	US 地域では以下のフィールドが必須となりました。
· 支店名
· 住所行 1
住所行 2
· 住所の都市
· 住所の地方
· 住所の郵便番号

	2017年08月19日
	700 レコードに、購入申請の承認者を利用しているお客様の情報を追加しました。

	2017年8月4日
	305 レコードに予算ロールを追加しました。

	2017年7月17日
	一部変更

	2017年6月8日
	従業員フォームにメールアドレス フィールドが必須である場合、30F5 レコードのメールアドレス フィールドも必須であるという記載を追加しました。

	2017年6月3日
	400 レコードに Budget Insight を追加しました。

	2017年5月11日
	810 レコード タイプの [口座番号] および [IBAN] フィールドから IBAN 特有の情報を削除しました。

	2017年3月3日
	800 銀行レコードの代わりに 810 レコードを使用するよう促す注意を追加しました。

	2017年1月20日
	810 レコードへの更新を行いました。
· 新しい 3 つの銀行データ フィールドが利用可能になりました。
· BIN がノルウェー（クローネ）で必須ではなくなりました。 
· SEPA 諸国（欧州）で郵便番号が不要になりました。

	2017年1月5日
	バイト オーダー マーク (BOM) のある UTF-8 が、消費データに対する高い正確性から UTF 文字セットの使用の際に推奨されている件についての情報を追加しました。

	2016年12月9日
	[メール アドレス] フィールドで以前は制限されていた文字が許可されました。

	2016年11月4日
	お客様のエンティティの保守と安全のために使用される SAP Concur 内部専用の「システム」ロールについての説明（およびそれらのロールがお客様に対し利用不可であることについての説明）

	2016年9月6日
	305 レベルの [申請ユーザー] フィールドが、[出張予約の申請の承認者 2] を更新するための既存レコードの必須フィールド タイプである旨の注意を追加しました。

	過去の改訂履歴を削除しました。


従業員インポート
注意: SAP Concur 製品および UI テーマには複数のバージョンがあります。そのため、ご利用の製品と異なる画像が含まれる場合があります。たとえば、 SAP Fiori テーマが導入されると、ホームページは SAP Concur ホーム メニューに統合されます。
セクション 1:  アクセス許可
ユーザーがこの機能へのアクセス権を持っているかどうかは場合によります。たとえば、特定のグループに対してのみアクセス権がある、または読取専用で作成や編集はできないなど、限定的なアクセス権を持っている場合があります。 
管理者はこの機能を使用する必要がありますので、適切なアクセス許可がない場合は、社内の SAP Concur 管理者にお問い合わせください。
さらに、このガイドに記載されている作業は SAP Concur にのみ許可されているものもあります。必要に応じて SAP Concur サポートにご依頼ください。 
セクション 2:  概要
この機能を使用して従業員情報をインポートすることができます。作成するデータ ファイルのオプションを使用して、従業員を追加または削除（非アクティブ化）したり、従業員や従業員の銀行口座に関する情報を修正したりできます。 
従業員のインポートには、次の情報のいずれか、またはすべての情報を含めることができます。
· 従業員
· 全般情報
· ワークフローの優先設定
· 従業員の優先設定
· 承認者
· 関連するグループがないロール
· プライマリ ユーザーと出張情報を含む出張データ
· グループ ID が必要なロール
· 代理データ 
· 法人カード データ
· 承認権限者データ
· 承認権限者の削除データ
· EFT 銀行口座情報
· 原価対象の承認者情報
ツールおよび構成にある [従業員管理者] ツールを使用して、従業員の情報をひとりずつ更新することもできます。変更が多い場合はインポートすることが最適ですが、変更箇所が少ない場合は管理者機能を使用すると便利です。
従業員のインポートは SAP Concur が実行しますが、お客様はインポート ファイルを作成し Concur に送っていただく必要があります。本ドキュメントでは、インポート データ ファイルの設定方法について説明します。
詳しい情報は、ユーザー ガイドをご参照ください。
· 重要: 従業員インポートおよびデータ保持の両方をご利用のお客様は、データ保持機能でユーザーのデータが SAP Concur のシステムから削除された場合、従業員インポートのソース ファイルから従業員データを削除する必要があります。詳しい情報は、ユーザー ガイド「製品共通: データ保持」の FAQ をご参照ください。
セクション 3:  従業員インポート – 基本の手順
ここでは簡単に基本の手順を説明します。詳細は次のセクションをお読みください。
· ステップ 1: インポート データ ファイルを作成し、この仕様の要件を満たしているかどうかを確認します。
· ステップ 2: Concur にインポート データ ファイルを移動します。 
NOTE: 従業員インポートを定期的に実行するようにスケジュール設定されていない場合は、お客様サポートにお問い合わせください。 

お客様は、インポート スケジュールが設定されているかどうか確認することができます。インポート / 抽出監視ロールに割り当てられているユーザーは、エンティティに設定されているインポート定義およびスケジュールを確認することができます。
· ステップ 3: Concur がデータ ファイルをインポートするバッチ ジョブを実行します。
セクション 4:  ステップ 1: インポート データ ファイルを作成する
本書に記載されている仕様に従ってファイル形式を設定し、インポート データ ファイルを作成します。 
NOTE:  一般的ではない繁体字には対応していません。 
インポート データ ファイルの仕様は次のとおりです。
· ファイル形式: コンマ区切り値、BOM を含む UTF-8
· 既定のフィールド区切り文字: コンマ （またはパイプをサポートしていますが、この区切り文字タイプを有効にするには SAP Concur 導入またはサポートチームへの連絡が必要です。）
· エンクロージング文字: スラッシュなどの予約文字を「エスケープ」するには、引用符を使用します。例: "/"
· レコードの区切り文字: CRLF
· データ レコードのレイアウト: 従業員インポート ファイルには複数のレコード タイプがあります。レコード タイプは次のとおりです。
· 100（インポート設定）
· 300（従業員インポーター - 既存のお客様のためサポートされている旧レコード）
· 305（改善された従業員インポーター - 300 と同一で、使用見込の新たな機能に対して追加フィールドが必要な新規または既存のお客様に推奨）
· 310（User Primary Field Addendum インポーター）
· 315 (SAP グローバル ユーザー ID インポーター)
· 320（更新 ID 情報インポーター）
· 350（Travel Addendum インポーター）
· 360（請求書処理従業員インポーター）
· 370（従業員購入カード）
· 400（ロール インポーター）
· 500（代理インポーター）
· 550（拡張代理インポーター）
· 600（カード口座インポーター）
· 650（拡張カード口座インポーター）
· 700（承認権限者インポーター）
· 710（原価対象の承認者インポーター）
· 720（レベルのある承認権限者インポーター）
· 750（承認権限者の削除インポーター）
· 760（原価対象の承認者の削除インポーター）
· 800（EFT 銀行口座インポーター）
注意: 800 インポートの代わりに、改善された 810 インポーター（下記）を使用してください
· 810（EFT ユニバーサル銀行口座インポーター）
· 900（車両インポーター）
· 910（車両インポーター）
· 1000（分析バースティング値インポート）
· 1100（分析バースティング値の削除インポート）
· 1200（事前申請分離レコード インポーター）
· 1300（JPY 定期券経路インポート）
レコード タイプは以降のページに記載した表でご確認頂けます。
ファイルの命名規則
インポート ファイル名は「jobtype_entitycode」のような形式にします。従業員インポート データ ファイルの従業員ジョブ タイプは「employee」です。エンティティがコード t0000123abcd を持つ場合は、従業員インポート データ ファイルの名前を「employee_t0000123abcd」のようにします。この名前に日付とタイムスタンプが「YYYYMMDDHHMMSS」という形式で追加されます。
インポート定義ファイルの確認（フィード ID 「StandardEmployeeImport」）
レコード タイプ内では、すべてのフィールドを入力する必要があります（オプションのフィールドは空白可）。
インポート設定（レコード タイプ100）の形式
この情報はインポートに必須です。このレコード タイプは、以下の項目を定義します。
表 1: レコード ID「ImportSettings」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	100
	〇
	常に 100 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	エラーしきい値
	0 以上の整数
	〇
	このフィールドは使用されなくなりましたが、省略したり空白のままにしたりすることはできません。0 以上の整数を入力します。
	

	重要: プロビジョニングされたパスワードはインポートの際に検証されます。検証を通過するには、SAP Concur ソリューション [サインイン設定] ページの最低要件を満たす必要があります。 
注意: 会社のパスワード ポリシーの詳細については、社内の管理者にお問い合わせください。

	3

	パスワード生成

	· EMPID: 従業員 ID のパスワードを設定します。
· LOGINID: ログイン ID のパスワードを設定します。
· TEXT: 従業員 305 または 310 レベル レコードで指定されたテキストを使用します。

· SSO: ユーザーは SSO を通じてサインインしています。
	〇
	· Travel & Expense では、305 レベルの [パスワード] レコードが必要です。
· パスワードが空欄の場合、ユーザーは最初のログイン時に「パスワードを忘れた場合」の手順を行う必要があります。
· 既存のパスワードがある場合、このフィールドの値は無視されます。
· パスワードは、[サインイン設定] で設定された最低要件を満たす必要があります。
	

	4
	既存のレコード処理
	· REPLACE: 既存のレコードをフィードのレコードに完全に置き換えます。
· UPDATE: インポート ファイルの空白でないフィールドで既存のレコードを更新します。従業員の既存のパスワードは上書きされません。 

注意: 現在の値を消去するには、UPDATE オプションと $BLANK$ 演算子を組み合わせて使用して、データベースのフィールドの既存の値を消去します。 
· WARN: 処理されなかったレコードを無視して、警告をログに記録します。
· IGNORE: 無視してログになにも記録しません。
	〇
	データベースに一致するレコードがある場合の処理方法を指定します。

	

	5
	言語コード
	
	〇
	インポート ファイルの翻訳済みテキストの言語コードを指定します。このコードは、データベースの参照を実行するときに使用されます。データベースでサポートされている言語のいずれかに一致する必要があります。
	

	6
	経費精算グループの検証
	Y または N
既定 = Y
	〇
	従業員レコードの経費精算グループ フィールドを経費精算グループに対して検証する必要があるかどうかを指定します。
	

	7
	支払グループの検証
	Y または N
既定 = Y
	〇
	従業員レコードの支払グループ フィールドを支払グループに対して検証する必要があるかどうかを指定します。
	


インポートのオプション
必要に応じて、インポートに以下の表の情報を含めることができます。 
305、310、および 350 レコード タイプ
305、310、および 350 レコード タイプは組み合わせて使用します。 
· 305 + 350 レコード: 経費精算のプライマリ従業員情報 + 出張予約に関する情報。従業員は、経費精算と出張予約の両方のユーザーです。
· 310 + 350 レコード: 出張予約のプライマリ従業員情報 + 出張予約に関する情報。従業員は、出張予約のみのユーザーです。
315 レコード タイプ
315 レコード タイプは、SAP Intelligent Enterprise スイートを横断して異なる製品を使用する従業員を安全に識別するため、従業員に固有の属性を作成し割り当てるために使用されます。このインポートは、上記のコンビネーションを使用した後、通常次の日にご利用いただき、305 および 310 インポート UUID が設定されるようにします。
320 レコード タイプ
320 レコード タイプは、従業員 ID 値とログイン ID 値の更新のみに使用されます。管理者がこの操作を行う場合には、他のレコード タイプではなくこのレコード タイプを使用することを強くお勧めします。また、ベスト プラクティスとして、従業員の更新に関する問題の発生を防ぐため、305 または 310 インポートとは別に、320 インポートを実行することもあります。
インポートを使用して、従業員名の更新を有効または無効にする
経費精算および出張予約の両方を使用している場合は、チケットに出張者の法律上の名前を含まなければならないという要件を満たすために、サイトでの名前の更新方法を選択することができます。たとえば、結婚などによって変更が発生したときにユーザー プロファイルを使用して、ユーザーが名前を更新できるようにする会社もあれば、人事部門のみが従業員インポートを実行して名前を変更できるようにする会社もあります。ここで採用する方法は、出張用に法律上の名前を申告しなければならないという要件を満している必要があります。そうでない場合、出張者が出張できない事態を招く場合があります。チケットの発行時に正しい法律上の名前が存在している状態にするため、名前フィールドの更新において、矛盾が生じない方法を選択する必要があります。
構成
従業員インポートの名前フィールドに影響するホスト データベース エンティティは２つあります: [従業員インポートによる名前フィールドの更新]、および [Travel と Expense 間の名前フィールドの同期]人事が出張者の正確な法律上の名前を把握していない場合、これらの従業員名フィールドの更新をユーザーが代わりに行うことができるよう構成されています。これらの設定は、インポート時に300-、305および350レベル レコードの [姓]、[ミドル ネーム]、[名]、[名前プレフィックス]、[名前サフィックス] フィールドを更新するかどうかを制御します。
· これらのフィールドは既定の設定では  [Y]  になっています。
· 310 レベル レコードをお使いのお客様に対し、[メール アドレス] は影響を受けるフィールドのリストに含まれます。
· [従業員インポートで名前フィールドを更新する] および [Travel と Expense で名前フィールドを同期する] の両方が [Y] に設定されている場合、名前フィールドは Concur Travel および Concur Expense 両方のプロファイルで更新されます。
· [従業員インポートで名前フィールドを更新する] が [N] に設定され、[Travel と Expense で名前フィールドを同期する] が [Y] に設定されている場合、Concur Travel および Concur Expense プロファイルの名前フィールドは、[Travel と Expense で名前フィールドを同期する] の設定が何であれ、従業員インポートでの名前変更により更新されることはありません。
· [従業員インポートで名前フィールドを更新する] が [Y] に設定され、[Travel と Expense で名前フィールドを同期する] が [N]  に設定されている場合、Concur Expense プロファイルの [名]、[ミドル ネーム]、[姓] フィールドは更新されますが、 Concur Travel プロファイルでは変更されません。
· 設定を [N] にして更新を実行せず、ユーザーがプロファイルで自分の名前を更新できるようにするには、SAP Concur にサービス リクエストを提出する必要があります。
従業員インポート（レコード タイプ 300）の形式
このレコードは既存のお客様に対し全体的にサポートされています。しかし、300 と同一かつ新たな機能をサポートする追加の予備フィールドを備えていることから、新規のお客様には 305 レコードを使用することを推奨しています。 
表 2: レコード ID「EmployeeImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	300
	〇
	常に 300 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	名
	最長 32 文字
	〇
	
	

	3
	ミドルネーム
	最長 32 文字
	×
	
	

	4
	姓
	最長 32 文字
	〇
	
	

	5
	従業員 ID
	最長 48 文字。従業員ごとに一意の ID を用意します。
	〇
	
	

	6
	ログイン ID
	最長 64 文字（「説明」欄の使用できない文字を参照してください）。
	〇
	「ユーザー@ドメイン」という形式で指定します。
次の文字はこのレコードの値には使用できない
% [ # ! * & ( ) ~ ` { - ^ } \ | / ? > < , ; : " + = ] 
注意: ログイン ID は、すべての SAP Concur 製品間で一意でなければなりません。Concur 製品で使用中のログイン ID は、元の製品で変更しない限り、別の製品に割り当てることはできません。たとえば、ある製品にログイン ID が誤って割り当てられている場合、管理者がその製品で（手入力またはインポートにより）名前を変更した後にのみ、別の製品でそのログイン ID を変更できるようになります。
	

	7
	パスワード
	パスワードは、[サインイン設定] で設定された最低要件を満たす必要があります。
	Travel & Expenseで必須

	· パスワードはインポートの際に暗号化されます。
· 空欄のパスワードはサポートされていません。パスワードが空欄の場合、ユーザーは最初のログイン時に「パスワードを忘れた場合」の手順を行う必要があります。
· 既存のパスワードは上書きされません。既存のパスワードがある場合、このフィールドの値は無視されます。
	

	8
	メール アドレス
	最長 255 文字
	×
	すべて小文字でjohndoe@domain.comのように指定します。 
次の文字はこのレコードの値には使用できません: 
[ ( ) \ > < ; : " ] ,”
注意: ドット、ピリオド、終止符の (.) 文字は使用できますが、冒頭または末尾での使用、また 2 つ以上連続しての使用はできません。
	

	9
	ロケール コード
	最長 5 文字
	〇
	データベースに格納されている値です。この値は、Java ロケール標準に基づきます。たとえば、英語は en、ドイツ語は de、アラビア語は ar などです。
· 本ガイドの付録を参照してください。
	

	10
	国コード
	最長 3 文字
	〇
	ユーザーが居住する国の有効な ISO 国コード。このフィールドでは、ユーザーが管理されている国を割り当てます。  
連結リスト フィールドで国を定義している場合、この国コードは、連結リスト データおよびアプリケーションの国リストに存在する必要があります。
例:  CA, IE, GB, US
カナダ: CA
アイルランド: IE
英国: GB
米国: US
· 国コードの完全なリストについては、このガイドの付録をご参照ください。
	

	11
	国サブ コード
	最長 6 文字
	
	有効な国サブ コードを入力します。
注意: この値は、主に付加価値税（VAT）に使用されます。
	

	12
	元帳コード
	最長 20 文字
	〇
	有効な元帳の入力が必須。
連結リスト フィールドで元帳を定義している場合、この元帳は、連結リスト データおよびアプリケーションの元帳リストに存在する必要があります。
	

	13
	払戻通貨コード
	3 文字
	〇
	3桁または3文字の通貨コードを入力できます。システム（払戻）通貨のリストにある有効な通貨にする必要があります。
連結リスト フィールドで通貨を定義している場合、この通貨は、連結リスト データおよびアプリケーションの通貨リストに存在する必要があります。
	

	14
	仮払申請勘定科目コード
	最長 20 文字
	×
	
	

	15
	アクティブ
	Y または N
	〇
	
	

	16 ～ 21
	組織単位 1～6（シーケンス = 16～21）
	最長 48 文字
	
	各フィールドは最長 48 文字です。
注意: インポートの連結リスト フィールドは、長い名前ではなくコード値にする必要があります。
	

	22 ～ 41
	カスタム 1～20（シーケンス = 22～41）
	最長 48 文字
	×
	各フィールドは最長 48 文字です。カスタム フィールド データは以下のように検証されます。
· 初めに、従業員フォームの必須のカスタム フィールドを確認します。フォームがカスタム フィールドを指定しているのにフィードに値がない場合はエラーとして扱い、レコードは処理されません。
· カスタム フィールドが必須であり、値が検証に合格しなかった場合、エラーとして扱われます。 
· カスタム フィールドが必須ではなく、値が検証に合格しなかった場合は警告がログに記録されます。
· フォームに定義された各フィールドには、指定されたデータ タイプに基づいて適切な検証が行われます。
· リスト（カスタムおよび連結）: リスト項目について、長い名前ではなくコード値に対して検証されます。
· 日付: YYYYMMDD 形式の有効な日付であること。 
· ブール: 値が Y または N であること。
· 数字: 値が数字であること（例. 10000.00）。
· テキスト: 最長の文字数以下であること。また、フィールドに指定された検証に合格していること。
注意: カスタム フィールドには、個人的な機密情報や個人を特定できる情報を使用しないことをお勧めします。
	

	42
	従業員カスタム 21（シーケンス= 43） 
	最長 48 文字
	「説明」を参照
	上記参照。経費精算のグループ階層に使用されます。
* 新規の従業員には必須ですが、既存の従業員には必須ではありません。
	

	従業員の優先設定: ワークフロー

	43
	仮払申請ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	44
	仮払申請が承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	45
	レポート ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	46
	レポートが承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	47
	レポートを提出するときに承認者の指定をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	48
	申請ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	49
	申請が承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	50
	申請を提出するときに承認者の指定をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	51
	支払ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	52
	支払が承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	53
	支払を提出するときに承認者の指定をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	従業員の優先設定

	54
	法人カード取引のレポートへの追加をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	55
	新規の法人カード取引を受信したときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	56
	このフィールドは廃止されました。
	NA
	×
	注意: 2022年11月1日現在、このフィールドの情報は無効となります。
	

	57
	アプリケーションのページに説明のヘルプを表示
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	58
	イメージングの説明ページを表示
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	承認者

	注意: 事前申請を有効にした場合、申請ユーザー ロール、承認者ロールおよび対応する割り当てがインポートされます。 
ホスト管理コンソールの設定で、承認者ロールに基づいて AR および TR 承認者を設定すると、承認者を決定するために [事前申請の承認者の従業員 ID] フィールドで指定した承認者のロールを参照するインポート機能を変更できます。詳しい情報は、経費精算担当者にお問い合わせください。

	59
	経費精算レポートの承認者の従業員 ID
	最長 48 文字
	×
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
（上記の「注意」を参照してください）
	

	60
	仮払承認者の従業員 ID 
	最長 48 文字
	×
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
（上記の「注意」を参照してください）
	

	61
	事前申請承認者の従業員 ID 
	最長 48 文字
	×
	承認者ロールを正しく割り当てるためには、既存の従業員 ID を入力するか現在のインポートである必要があり、同じインポートで事前申請ユーザーのロールに "Y” を割り当てる必要があります。
（上記の「注意」を参照してください）
	

	62
	請求書処理の承認者の従業員 ID 
	最長 48 文字
	×
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
（上記の「注意」を参照してください）
	

	非グループ ロール

	63
	経費精算ユーザー
	1 文字
· ユーザーに割り当てられたロールがほかにない場合、このロールが割り当てられます（Y、N、または空白は常にYes）。
· ユーザーに割り当てられたロールがほかにある場合は Y = Yes、N = No、空白 = Yes となります。
	×
	既存の割り当てられたロールがある場合、値が既定で変更されます。
	

	64
	承認者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	法人カード管理者はグループ ロールです。

	65
	法人カード管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	Yes (Y) の場合、ユーザーにグローバル グループ レベルでこのロールが付与されます。
これはグループ ロールです。法人カード管理者ロールはグループ ロールになりました。400 レベル レコードを使用して階層ノードを指定します。
	

	非グループ ロール（続き）

	66
	統合管理者
（現在のインポート / 抽出管理者）
	Y または N
既定 = N
	×
	このロールとインポート / 抽出監視ロール両方を割り当てることはできません（下記の「警告」を参照してください）。
	

	67
	領収書処理者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	68
	購買申請の承認者
	Y または N
既定 = N
	×
	経費精算で購買申請を承認できます。
注意: 値 Yes (Y) は、購買申請機能が有効な場合にのみ使用されます。それ以外の場合は、既定値 N（いいえ）のままにします。
	

	69
	統合管理者 (制限付）
（現在のインポート / 抽出監視）
	Y または N
既定 = N
	×
	このロールとインポート / 抽出管理者ロール両方を割り当てることはできません（下記の「警告」を参照してください）。
	

	70
	会社からのお知らせ管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	71
	オフライン ユーザー
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	72
	分析レポート構成管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	統合構成管理者
	

	73
	請求書処理ユーザー
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	74
	請求書の承認者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	75
	請求書処理の支払先管理
	Y または N
既定 = N
	×
	請求書処理の支払先管理ロールはグループベースのロールです。このフィールドの値を Y にすると、既定グループ ロールが自動割り当てされます。
特定の支払先アクセス グループを割り当てるには、このフィールドの代わりに 400 レベル レコードを使用します。 
	

	76
	経費監査が必須
	次のうちのいずれかです。
· REQ: 条件付きで必須
· ALW: 常に必須
· NVR: 必須ではない
	×
	
	

	77
	BI マネージャーの従業員 ID
	最長 48 文字

	×
	ユーザーの BI マネージャーに指定された人物の従業員 ID を入力します。
既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
注意: ユーザー間でレポートが循環しないように、このフィールドに対して検証が実行されます。ロジックがエラーの場合、このフィールドは null になります。
	

	78
	事前申請ユーザー
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	79
	事前申請の承認者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	80
	経費精算レポートの承認者の従業員 ID 2
	最長 48 文字
	×
	承認者ステップを追加するときにワークフローの [既定の承認者 2] フィールドに入力する 2 番目の承認者です。
既存の従業員 ID を入力する必要があります。
	

	81
	支払申請を割り当てたとき
	Y または N
既定 = Y
	×
	支払申請がユーザーに割り当てられたときにそのユーザーにメールを送信します。
	

	82 ～ 83
	予備 18～19
（シーケンス 82～83）
	
	×
	予備として確保しています。
	

	84
	税管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	85
	FBT 管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	86
	出張ウィザード ユーザー
	Y または N
既定 = N
	×
	
	


· 警告: ひとりの従業員を、インポート / 抽出管理者ロールおよびインポート / 抽出監視ロール両方に割り当てることはできません。ある従業員をロールに割り当て済みで、読み込みに別のバージョンを割り当てるレコードが含まれる場合、そのロールは更新されず、従業員の読み込みエラー ログに警告が表示されます。管理者が [従業員管理者] でロールを削除して、新しいバージョンを割り当て可能にする必要があります。
従業員インポート（レコード タイプ 305）の形式
従業員のデータを変更するために 305 レコードを 320 レコードと組み合わせて使用する場合、305 インポートを実行する 1 日前に 320 レコードをアップロードして実行する必要があります。これにより、305 レコードに含まれる変更が適用される前に 320 レコードによる変更が完了していることになります。 
NOTE: このレコード セットのインポートでは、一致するすべての 300 レベルのインポート データを上書きします。
表3: レコード ID「EnhancedEmployeeImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	305
	〇
	常に 305 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	名
	最長 32 文字
	〇
	
	

	3
	ミドルネーム
	最長 32 文字
	×
	
	

	4
	姓
	最長 32 文字
	〇
	
	

	5
	従業員 ID
	最長 48 文字。従業員ごとに一意の ID を用意します。 
	〇
	注意: 手動のみで更新するか、320 レベル レコードを使用して更新します。
	

	6
	ログイン ID
	最長 64 文字（「説明」欄の使用できない文字を参照してください）。
	〇
	「ユーザー@ドメイン」という形式で指定します。
次の文字はこのレコードの値には使用できない
% [ # ! * & ( ) ~ ` { - ^ } \ | / ? > < , ; : " + = ] 
注意: 手動のみで更新するか、320 レベル レコードを使用して更新します。
注意: ログイン ID は、すべての SAP Concur 製品間で一意でなければなりません。Concur 製品で使用中のログイン ID は、元の製品で変更しない限り、別の製品に割り当てることはできません。たとえば、ある製品にログイン ID が誤って割り当てられている場合、管理者がその製品で（手入力またはインポートにより）名前を変更した後にのみ、別の製品でそのログイン ID を変更できるようになります。
	

	7
	パスワード
	パスワードは、[サインイン設定] で設定された最低要件を満たす必要があります。
	Travel & Expenseで必須

	· パスワードはインポートの際に暗号化されます。
· 空欄のパスワードはサポートされていません。パスワードが空欄の場合、ユーザーは最初のログイン時に「パスワードを忘れた場合」の手順を行う必要があります。
· 既存のパスワードは上書きされません。既存のパスワードがある場合、このフィールドの値は無視されます。
	

	8
	メール アドレス
	最長 255 文字
	N
（注意参照）
	すべて小文字でjohndoe@domain.comのように指定します。 
次の文字はこのレコードの値には使用できません: 
[ ( ) \ > < ; : " ] ,”
注意: 
· ドット、ピリオド、終止符の (.) 文字は使用できますが、冒頭または末尾での使用、また 2 つ以上連続しての使用はできません。
· 従業員フォームでメールアドレスが必須な場合、このフィールドは必須になります。
	

	9
	ロケール コード
	最長 5 文字
	〇
	データベースに格納されている値です。この値は、Java ロケール標準に基づきます。たとえば、英語は en、ドイツ語は de、アラビア語は ar などです。
· 本ガイドの付録を参照してください。
	

	10
	国コード
	最長 3 文字
	〇
	ユーザーが居住する国の有効な ISO 国コード。このフィールドでは、ユーザーが管理されている国を割り当てます。  
連結リスト フィールドで国を定義している場合、この国コードは、連結リスト データおよびアプリケーションの国リストに存在する必要があります。
例: CA、IE、UK、US
カナダ: CA
アイルランド: IE
英国: UK
米国: US
· 国コードの完全なリストについては、このガイドの付録をご参照ください。
	

	11
	国サブ コード
	最長 6 文字
	
	有効な国サブ コードを入力します。
注意: この値は、主に付加価値税（VAT）に使用されます。
	

	12
	元帳コード
	最長 20 文字
	〇
	有効な元帳の入力が必須。
連結リスト フィールドで元帳を定義している場合、この元帳は、連結リスト データおよびアプリケーションの元帳リストに存在する必要があります。
	

	13
	払戻通貨コード
	3 文字
	〇
	3桁または3文字の通貨コードを入力できます。システム（払戻）通貨のリストにある有効な通貨にする必要があります。
連結リスト フィールドで通貨を定義している場合、この通貨は、連結リスト データおよびアプリケーションの通貨リストに存在する必要があります。
	

	14
	仮払申請勘定科目コード
	最長 20 文字
	×
	
	

	15
	アクティブ
	Y または N
	〇
	
	

	16 ～ 21
	組織単位 1～6（シーケンス = 16～21）
	最長 48 文字
	
	各フィールドは最長 48 文字です。
注意: インポートの連結リスト フィールドは、長い名前ではなくコード値にする必要があります。
	

	22 ～ 41
	カスタム 1～20（シーケンス= 22～41）
	最長 48 文字
	×
	各フィールドは最長 48 文字です。カスタム フィールド データは以下のように検証されます。
· 初めに、従業員フォームの必須のカスタム フィールドを確認します。フォームがカスタム フィールドを指定しているのにフィードに値がない場合はエラーとして扱い、レコードは処理されません。
· カスタム フィールドが必須であり、値が検証に合格しなかった場合、エラーとして扱われます。 
· カスタム フィールドが必須ではなく、値が検証に合格しなかった場合は警告がログに記録されます。
· フォームに定義された各フィールドには、指定されたデータ タイプに基づいて適切な検証が行われます。
· リスト（カスタムおよび連結）: リスト項目について、長い名前ではなくコード値に対して検証されます。
· 日付: YYYYMMDD 形式の有効な日付であること。 
· ブール: 値が Y または N であること。
· 数字: 値が数字であること（例. 10000.00）。
· テキスト: 最長の文字数以下であること。また、フィールドに指定された検証に合格していること。
注意: カスタム フィールドには、個人的な機密情報や個人を特定できる情報を使用しないことをお勧めします。
	

	42
	従業員カスタム 21（シーケンス= 42） 
	最長 48 文字
	「説明」を参照
	上記参照。経費精算のグループ階層に使用されます。
* 新規の従業員には必須ですが、既存の従業員には必須ではありません。
	

	従業員の優先設定: ワークフロー

	43
	仮払申請ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	44
	仮払申請が承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	45
	レポート ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	46
	レポートが承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	47
	レポートを提出するときに承認者の指定をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	48
	事前申請ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	注意: この設定は、事前申請ユーザー ロールや事前申請の管理者（承認者）ロールをこのファイルで Y に設定した場合にのみ実行されます。

	

	49
	事前申請が承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	注意: この設定は、事前申請ユーザー ロールや事前申請の管理者（承認者）ロールをこのファイルで Y に設定した場合にのみ実行されます。
	

	50
	事前申請を提出するときに承認者の指定をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	51
	支払ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	52
	支払が承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	53
	支払を提出するときに承認者の指定をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	従業員の優先設定

	54
	法人カード取引のレポートへの追加をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	55
	新規の法人カード取引を受信したときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	56
	このフィールドは廃止されました。
	NA
	×
	注意: 2022年11月1日現在、このフィールドの情報は無視されます。
	

	57
	アプリケーションのページに説明のヘルプを表示
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	58
	イメージングの説明ページを表示
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	承認者

	注意: 事前申請を有効にした場合、申請ユーザー ロール、承認者ロールおよび対応する割り当てがインポートされます。
ホスト管理コンソールの設定で、承認者ロールに基づいて AR および TR 承認者を設定すると、承認者を決定するために [事前申請の承認者の従業員 ID] フィールドで指定した承認者のロールを参照するインポート機能を変更できます。詳しい情報は、経費精算担当者にお問い合わせください。

	59
	経費精算レポートの承認者の従業員 ID
	最長 48 文字
	×
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
（上記の「注意」を参照してください）
	

	60
	仮払承認者の従業員 ID 
	最長 48 文字
	×
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
（上記の「注意」を参照してください）
	


	61
	事前申請承認者の従業員 ID 
	最長 48 文字
	×
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
（上記の「注意」を参照してください）
	

	62
	請求書処理の承認者の従業員 ID 
	最長 48 文字
	×
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
（上記の「注意」を参照してください）
	

	非グループ ロール

	63
	経費精算ユーザー
	1 文字
· ユーザーに割り当てられたロールがほかにない場合、このロールが割り当てられます（Y、N、または空白は常にYes）。
· ユーザーに割り当てられたロールがほかにある場合は Y = Yes、N = No、空白 = Yes となります。
	×
	既存の割り当てられたロールがある場合、値が既定で変更されます。
	

	64
	経費精算および/または仮払承認者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	法人カード管理者はグループ ロールです。

	65
	法人カード管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	Yes (Y) の場合、ユーザーにグローバル グループ レベルでこのロールが付与されます。
これはグループ ロールです。2011 年の 11 月以降、法人カード管理者ロールはグループ ロールになりました。400 レベル レコードを使用して階層ノードを指定します。
	

	非グループ ロール（続き）

	66
	予備
	
	×
	予備として確保しています。
	

	67
	領収書処理者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	68
	予備
	
	×
	予備として確保しています。
	

	69
	インポート / 抽出監視
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	70
	会社からのお知らせ管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	71
	オフライン ユーザー
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	72
	分析レポート構成管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	統合構成管理者
	

	73
	請求書処理ユーザー
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	74
	請求書の承認者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	75
	請求書処理の支払先管理
	Y または N
既定 = N
	×
	請求書処理の支払先管理ロールはグループベースのロールです。このフィールドの値を Y にすると、既定グループ ロールが自動割り当てされます。
特定の支払先アクセス グループを割り当てるには、このフィールドの代わりに 400 レベル レコードを使用します。 
	

	76
	経費監査が必須
	次のうちのいずれかです。
· REQ: 条件付きで必須
· ALW: 常に必須
· NVR: 必須ではない
	×
	
	

	77
	BI マネージャーの従業員 ID
	最長 48 文字

	×
	ユーザーの BI マネージャーに指定された人物の従業員 ID を入力します。
既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
注意: ユーザー間でレポートが循環しないように、このフィールドに対して検証が実行されます。ロジックがエラーの場合、このフィールドは null になります。
	

	78
	事前申請ユーザー
	Y または N
既定 = N
	省略可 *
	* 注意: このフィールドは、[申請の承認者の従業員 ID 2] フィールドを更新する場合、既存の従業員レコードに対し必須です。
	

	79
	申請の承認者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	80
	経費精算レポートの承認者の従業員 ID 2
	最長 48 文字
	×
	承認者ステップを追加するときにワークフローの [既定の承認者 2] フィールドに入力する 2 番目の承認者です。
既存の従業員 ID を入力する必要があります。
	

	81
	支払申請を割り当てたとき
	Y または N
既定 = Y
	×
	支払申請がユーザーに割り当てられたときにそのユーザーにメールを送信します。
	

	82
	予備
	
	×
	予備として確保しています。
注意: Concur 請求書処理ユーザー ロール（フィールド）でしたが、使用中止になりました。請求書処理モジュールの現在のインターフェイスには、エンティティ モジュール設定を介してアクセスするため、このロールは割り当てられなくなりました。
	

	83
	予備
	
	×
	予備として確保しています。
注意: このフィールドは出張予約および経費精算ユーザー ロール（フィールド）でしたが、使用中止になりました。
	

	84
	税管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	85
	FBT 管理者
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	86
	出張ウィザード ユーザー
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	87
	従業員カスタム 22
	最長 48 文字
	「説明」を参照
	請求書処理のグループ階層に使用されます。
* 新規の従業員には必須ですが、既存の従業員には必須ではありません。
各フィールドは最長 48 文字です。カスタム フィールド データは以下のように検証されます。
· 初めに、従業員フォームの必須のカスタム フィールドを確認します。フォームがカスタム フィールドを指定しているのにフィードに値がない場合はエラーとして扱い、レコードは処理されません。
· カスタム フィールドが必須であり、値が検証に合格しなかった場合、エラーとして扱われます。 
· カスタム フィールドが必須ではなく、値が検証に合格しなかった場合は警告がログに記録されます。
· フォームに定義された各フィールドには、指定されたデータ タイプに基づいて適切な検証が行われます。
· リスト（カスタムおよび連結）: リスト項目について、長い名前ではなくコード値に対して検証されます。
· 日付: YYYYMMDD 形式の有効な日付であること。 
· ブール: 値が Y または N であること。
· 数字: 値が数字であること（例. 10000.00）。
· テキスト: 最長の文字数以下であること。また、フィールドに指定された検証に合格していること。
注意: カスタム フィールドには、個人的な機密情報や個人を特定できる情報を使用しないことをお勧めします。
	

	88
	申請の承認者の従業員 ID 2
	最長 48 文字
	×
	承認者ステップを追加するときにワークフローの [既定の承認者 2] フィールドに入力する 2 番目の承認者です。
既存の従業員 ID を入力する必要があります。
	

	89
	非従業員
	Y または N
空白 = N
	×
	たとえば、同席者などの機能から除外するために、従業員ではないユーザーを指定します。
	

	90
	払戻タイプ
	 使用可能な値は 
以下のとおりです。
· ADPPAYR: ADP 給与支払
· CNQRPAY: Concur Expense Pay
· APCHECK: 買掛金勘定（AP)／会社小切手
· PMTSERV: その他の払戻方法
	省略可*
	このフィールドは、その従業員のレポートに対する払戻方法を指定します。
* 必須のフィールドではありませんが、使用する場合、このフィールドで ADPPAYR 払戻方法を指定するときは依存関係に注意してください。
	

	91
	ADP 従業員 ID
	
	省略可*
	ADP の従業員 ID で、「従業員ファイル番号」とも呼ばれます。 
* ADP 払戻タイプを使用する場合、このフィールドは必須です。
	

	92
	ADP 会社コード
	
	省略可*
	その従業員の ADP の会社コードです。
* ADP 払戻タイプを使用する場合、このフィールドは必須です。
	

	93
	ADP 控除コード
	
	省略可*
	その従業員の ADP の控除コードです。
* ADP 払戻タイプを使用する場合、このフィールドは必須です。
	

	94
	予算マネージャーの従業員 ID
	最長 48 文字
	×
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。（上記の「注意」を参照してください）
	

	95
	予算所有者
	Y または N
	×
	Yes (Y) の場合、予算所有者ロールがユーザーに割り当てられます。
	

	96
	予算閲覧者
	Y または N
	×
	Yes (Y) の場合、予算閲覧者ロールがユーザーに割り当てられます。
	

	97
	予算承認者
	Y または N
	×
	Yes (Y) の場合、予算承認者ロールがユーザーに割り当てられます。
	

	98
	予算管理
	Y または N
	×
	Yes (Y) の場合、予算管理者ロールがユーザーに割り当てられます。
	

	99
	テスト ユーザー
	Y または N
既定は N
	×
	· Y に設定された場合、ユーザー レコードをテストにのみ使用すると指定します。 
· このフィールドはユーザーが作成された場合のみ設定できます。既存のユーザーをテスト ユーザーに変換すること、およびテスト ユーザーをユーザーに変換することはできません。
· このフィールドが空欄の場合、既定で N となります。
この機能についての全般情報は、設定ガイド「テスト ユーザー（製品共通）」をご参照ください。
	

	100 ～ 137
	予備 13～50（シーケンス = 100～137）
	最長 48 文字
	×
	各フィールドは最長 48 文字です。カスタム フィールド データは以下のように検証されます。
· 初めに、従業員フォームの必須のカスタム フィールドを確認します。フォームがカスタム フィールドを指定しているのにフィードに値がない場合はエラーとして扱い、レコードは処理されません。
· カスタム フィールドが必須であり、値が検証に合格しなかった場合、エラーとして扱われます。 
· カスタム フィールドが必須ではなく、値が検証に合格しなかった場合は警告がログに記録されます。
· フォームに定義された各フィールドには、指定されたデータ タイプに基づいて適切な検証が行われます。
· リスト（カスタムおよび連結）: リスト項目について、長い名前ではなくコード値に対して検証されます。
· 日付: YYYYMMDD 形式の有効な日付であること。 
· ブール: 値が Y または N であること。
· 数字: 値が数字であること（例. 10000.00）。
· テキスト: 最長の文字数以下であること。また、フィールドに指定された検証に合格していること。
注意: カスタム フィールドには、個人的な機密情報や個人を特定できる情報を使用しないことをお勧めします。
	


· 警告: ひとりの従業員を、インポート / 抽出管理者ロールおよびインポート / 抽出監視ロール両方に割り当てることはできません。ある従業員をロールに割り当て済みで、読み込みに別のバージョンを割り当てるレコードが含まれる場合、そのロールは更新されず、従業員の読み込みエラー ログに警告が表示されます。管理者が [従業員管理者] でロールを削除して、新しいバージョンを割り当て可能にする必要があります。
ユーザー基本フィールド分離レコード インポート（レコード タイプ 310）の形式
NOTE: このレコード インポーターは、305 レベルの EmployeeImporter レコードの代わりに 350 レベルの Trave lAddendum レコードと組み合わせて使用します。出張予約のみのユーザー用です (310 レコード セットの従業員 ID の更新は、 Travel でのみ更新されます）。

管理者が従業員 ID の更新を行う場合には、他のレコード タイプではなく 320 レコード タイプを使用することを強くお勧めします。また、ベスト プラクティスとして、従業員の更新に関する問題の発生を防ぐため、305 または 310 インポートとは別に、320 インポートを実行することもあります。
表4: レコード ID「UserPrimaryFieldAddendumImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	310
	〇
	常に 310 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	
	

	3
	ログイン ID
	最長 64 文字（「説明」欄の使用できない文字を参照してください）。
	〇
	「ユーザー@ドメイン」という形式で指定します。
次の文字はこのレコードの値には使用できない
% [ # ! * & ( ) ~ ` { - ^ } \ | / ? > < , ; : " + = ] 
注意: ログイン ID は、すべての SAP Concur 製品間で一意でなければなりません。Concur 製品で使用中のログイン ID は、元の製品で変更しない限り、別の製品に割り当てることはできません。たとえば、ある製品にログイン ID が誤って割り当てられている場合、管理者がその製品で（手入力またはインポートにより）名前を変更した後にのみ、別の製品でそのログイン ID を変更できるようになります。
	

	4
	名
	最長 32 文字
	〇
	
	

	5
	ミドルネーム
	最長 32 文字
	省略可*
	* ユーザーの出張時に TSA の要件を満たすため、ミドルネームは、ユーザー プロファイルで正確に入力してください。 
	

	6
	姓
	最長 32 文字
	〇
	
	

	7
	メール アドレス
	最長 255 文字
	〇
	すべて小文字でjohndoe@domain.comのように指定します。 
次の文字はこのレコードの値には使用できません: 
[ ( ) \ > < ; : " ] ,”
注意: ドット、ピリオド、終止符の (.) 文字は使用できますが、冒頭または末尾での使用、また 2 つ以上連続しての使用はできません。
	

	8
	パスワード
	パスワードは、[サインイン設定] で設定された最低要件を満たす必要があります。
	Travel & Expenseで必須

	· パスワードはインポートの際に暗号化されます。
· 空欄のパスワードはサポートされていません。パスワードが空欄の場合、ユーザーは最初のログイン時に「パスワードを忘れた場合」の手順を行う必要があります。
· 既存のパスワードは上書きされません。既存のパスワードがある場合、このフィールドの値は無視されます。
	

	9
	ロケール コード
	最長 5 文字
	×
	
	

	10
	経費精算ユーザー
	Y または N
	×

	ユーザーが経費精算レポートを提出可能かどうかを示します。「Y」に設定した場合、305 レコードを用意するか、または、従業員が経費精算のデータベースに存在する必要があります。 
注意: 310 および 350 インポートを組み合わせて実装する出張予約のみのユーザーの場合、このフィールドは「N」（いいえ）にする必要があります。
	

	11
	経費承認者
	Y または N
	×

	ユーザーが経費精算レポートを提出可能かどうかを示します。「Y」に設定した場合、305 レコードを用意するか、または、従業員が経費精算のデータベースに存在する必要があります。 
注意: 310 および 350 インポートを組み合わせて実装する出張予約のみのユーザーの場合、このフィールドは「N」（いいえ）にする必要があります。
	

	12
	請求書処理ユーザー
	Y または N
	×

	ユーザーが経費精算レポートを提出可能かどうかを示します。「Y」に設定した場合、305 レコードを用意するか、または、従業員が経費精算のデータベースに存在する必要があります。 
注意: 310 および 350 インポートを組み合わせて実装する出張予約のみのユーザーの場合、このフィールドは「N」（いいえ）にする必要があります。
	

	13
	請求書の承認者
	Y または N
	〇

	ユーザーが経費精算レポートを提出可能かどうかを示します。「Y」に設定した場合、305 レコードを用意するか、または、従業員が経費精算のデータベースに存在する必要があります。 
注意: 310 および 350 インポートを組み合わせて実装する出張予約のみのユーザーの場合、このフィールドは「N」（いいえ）にする必要があります。
	

	14
	出張予約ユーザー
	Y または N
	〇
	ユーザーの出張予約が可能かどうかを示します。
	

	15
	アクティブ
	Y または N
	〇
	
	

	16
	ミドルネームなし
	Y または N
	×
	従業員にミドルネームがない場合はこの値を Y に設定します。Y にするとミドルネーム フィールドに値は渡されません。 
ミドルネーム フィールドに値が渡されるが、従業員の完全なミドルネームかどうかわからない場合（たとえば、イニシャルの場合）は、この値を N に設定します。完全なミドル ネームを入力する場合は、この値を空白にできます。
	

	17
	Locate & Alert
	以下の値が含まれる
· Enrolled
· Sensitive
· Not enrolled
	×
	このロールを適用するには、[Locate & Alert] を有効にする必要がある。有効にしないと、警告なしで失敗する（インポートはブロックされないものの、ロールは割り当てられない）
	

	18
	ExpenseIt ユーザー
	Y または N
	×
	このロールを適用するには、ExpenseIt を有効にする必要があります。有効にしないと、警告なしで失敗する（インポートはブロックされないものの、ロールは割り当てられない）
	

	19 ～ 24
	予備 5～10（シーケンス = 19～24）
	
	×
	予備として確保しています。
	


SAP Global Identification （レコード タイプ 315）の形式
315  レベル レコードは、SAP Intelligent Enterprise スイートを横断して異なる製品を使用する従業員を安全に識別するため、個人固有の属性を作成し割り当てるために使用されます。
インポートを使用する
インポートは以下の条件下で行われる必要があります。
· 315 レベル インポートは、305 または 310 インポートの後に行わなければなりません。
· 315 インポートを実行する前、UUID 実行のため 305 または 310 インポートを行う充分な時間を確保してください（通常一晩程度）。
SAP グローバル ID を作成する際のガイドライン
一意の SAP グローバル ID を作成する際には以下のガイドラインを使用する必要があります。お客様が SAP アセットにアクセスする際に使用するすべての外部ユーザー ID を置き換えます。
グローバル ID は:
· 大文字と小文字が区別されます。
· それぞれのユーザーに一意でなければなりません。
ID の形式は以下の提案を使用した構成でなければなりません:
· SAP グローバル ユーザー ID の値は、古いシステムでも提示された値を利用できるようにするため、また人が読みやすい値にするために、限られた文字数に制限されています。 
· 値は，任意のソース システムからの特定のロケール中立的なフォーマットまたはスキーム（GUID，URI，接頭辞付き数値範囲など）に従うことができます。
· 値は GUID であることを推奨します。
· ユーザー UUID 資格情報タイプは、英数字 ([A-Z][a-z][0-9]) 、および マイナス サイン (-)、プラス サイン (+)、アンダースコア (_)、スラッシュ (/)、ダブル コロン (:)、ドット (.)を含む最大36文字に制限されています。
· Eメールはアット マーク (@) を使用しないようにするため、意図的に除外されています。
· 機密データ（個人名等）を含まないものにすることを推奨します。
· お客様が必要なプロビジョニングを確率するまで、この値は空欄となります。
表 5: レコード ID 「UpdateSAPGlobalUserIDImporter」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	315
	〇
	常に 315 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	48 文字
	〇
	現在従業員に使用されている従業員 ID 値です。
	

	3
	SAP グローバル ID
	詳細は、SAP グローバル ID を作成する際のガイドライン をご覧ください。
	〇
	ユーザー ID の作成の仕方は、SAP グローバル ID を作成する際のガイドライン をご覧ください。
	

	4 ～ 13
	予備 1 ～ 10（シーケンス  4～13）
	なし
	×
	予備として確保しています。
	


更新 ID 情報インポート（レコード タイプ 320）の形式
320 レベル レコードは、ユーザーの従業員 ID とログイン ID を更新するための唯一の有効な方法です。ベスト プラクティスとして、以下の順序で 320 インポートを実行することが求められます。
· 従業員の更新に関する問題の発生を防ぐため、320 更新は、305 インポートまたは 310 インポートとは必ず別に実行します。
· 従業員情報が正しい順序で更新されるようにするため、305 インポートを実行する 1 日前に（つまりひと晩前に）320 をアップロードします。
NOTE: ユーザーの通貨が無効である場合は、更新が失敗する可能性があります。
· 重要: 現在メール ログイン オプションを使用していて、320 レベルのレコード セットを使用して従業員の ID 情報を更新する場合は、お客様サポートにお問い合わせください 
表6: レコード ID 「UpdateIDInformationImporter」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	320
	〇
	常に 320 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	現在の従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	現在従業員に使用されている従業員 ID 値です。
	

	3
	新規従業員 ID
	最長 48 文字
	×
	現在の従業員 ID に代わる、新しい従業員 ID 値です。
	

	4
	新規ログイン ID
	最長 64 文字
	×
	現在のログイン ID に代わる、新しいログイン ID 値です。
「ユーザー@ドメイン」という形式で指定します。
次の文字はこのレコードの値には使用できない
% [ # ! * & ( ) ~ ` { - ^ } \ | / ? > < , ; : " + = ] 
注意: ログイン ID は、すべての SAP Concur 製品間で一意でなければなりません。Concur 製品で使用中のログイン ID は、元の製品で変更しない限り、別の製品に割り当てることはできません。たとえば、ある製品にログイン ID が誤って割り当てられている場合、管理者がその製品で（手入力またはインポートにより）名前を変更した後にのみ、別の製品でそのログイン ID を変更できるようになります。
	

	5 ～ 9
	予備 1～5（シーケンス 5～9）
	
	×
	予備として確保しています。
	


出張分離レコード インポート（レコード タイプ350）の形式
350 レベル レコードは、305 レベル（経費精算および出張予約ユーザー）または 310 レベル（出張予約のみのユーザー）レコード ブロックと使用します。または、ユーザーが経費精算のデータベースやシステムに存在している必要があります。 
· メールログイン オプションを使用している場合、350 レコードのインポート機能は利用できません。
表7: レコード ID 「TravelAddendumImport」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	350
	〇
	常に 350 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	このファイルの 305 レベル レコードと一致する必要があります。
	

	3
	名前プレフィックス
	最長 60 文字
	×
	Lord、Lady、Sir、Mr、Miss、Ms、Mrs、Dr、Rev、Prof、Prof のいずれかの値を使用します。
	

	4
	名前サフィックス
	最長 60 文字
	×
	Jr.、Sr.、I、II、III、IV、V、VI のいずれかの値を使用する
	

	5
	通称名 (旧 ニックネーム)
	最長 60 文字
	×
	従業員が SAP Concur ソリューション内で使用したい名前このフィールドは、以前「ニックネーム」と表示されていました。
	

	6
	救済番号
	最長 13 文字
	×
	搭乗拒否リストにないことを確認するプロセスを完了したユーザーを識別する可変長（13）の番号です。
注意: このフィールドは現在アクティブではありません。値はすべて無視されます。
	

	7
	性別
	1 文字 
· M: 男性
· F: 女性
	×
	
	

	8
	生年月日
	最長 10 文字
	×
	「YYYYMMDD」という形式で指定
	

	9
	出張予約の承認者の従業員 ID
	最長 128 文字
	×
	出張データベースの既存の従業員か、このファイルのレコード 310 および 350 の従業員 ID に一致する必要があります。
	

	10
	役職
	最長 255 文字
	×
	
	

	11
	会社の電話
	最長 60 文字
	×
	このファイルで指定した形式で値が出張予約に移動する
	

	12
	内線
	最長 60 文字
	×
	このファイルで指定した形式で値が出張予約に移動する
	

	13
	会社のFAX
	最長 60 文字
	×
	このファイルで指定した形式で値が出張予約に移動する
	

	14
	自宅の電話
	最長 60 文字
	×
	このファイルで指定した形式で値が出張予約に移動する
	

	15
	携帯電話
	最長 60 文字
	×
	このファイルで指定した形式で値が出張予約に移動する
	

	16
	ポケベル
	最長 60 文字
	×
	このファイルで指定した形式で値が出張予約に移動する
	

	17
	出張名の注釈
	最長 30 文字
	×
	TMC は、同じ名前の複数のユーザー がいる場合、従業員 ID や部門名などをによりプロファイルを区別するために使用できます。
	

	18
	出張クラス名
（出張予約の設定の「ルール クラス」と同じです）
	最長 60 文字
	×
	値は、出張予約の出張予約クラス名と完全に一致する必要がある（値を入力しないと、新規アカウントに既定の出張予約クラスが設定される）
	

	19
	GDS プロファイル名
	最長 60 文字
	×
	GDS システムのプロファイルの名前。この値で、Concur Travel のプロファイル (field PAR/Level 2 STAR in the SAP Concur user profile) が GDS プロファイルに関連付けられる。
現在の値を消去するには、 $BLANK$ 演算子を組み合わせて使用して、データベースのフィールドの既存の値を消去します。 
重要: $BLANK$ 演算子を利用してフィールドをクリアにすると、SAP Concur ユーザープロフィルと GDS 間の同期が解除されます。この値が誤って削除してしまった場合、SAP Concur は復元することはできません。このオプションは以下の場合のみ使用するようにしてください:
· 出張構成がダイナミック BAR を使用している 
· 組織単位が、 SAP Concur ユーザー プロファイルの PAR/Level 2 STAR の一部である
· ユーザーが出張組織単位を変更する
Concur Travel の構成について不明な場合は、 TMC または SAP Concur サポートにお問い合わせください。
	

	20
	組織単位／部署
	最長 60 文字
	×
	会社の組織単位/部署の値の設定と完全に一致する必要がある
	

	21
	自宅住所
	最長 255 文字
	×
	
	

	22
	本店所在都市
	最長 30 文字
	×
	
	

	23
	本店所在州
	最長 30 文字
	×
	有効な 2-3文字の州コードを入力する
	

	24
	自宅郵便番号
	最長 20 文字
	×
	
	

	25
	自宅所在国
	2 文字
	×
	有効な国コードを入力する
	

	26
	勤務先番地
	最長 255 文字
	×
	
	

	27
	勤務先所在都市
	最長 30 文字
	×
	
	

	28
	勤務先所在州
	最長 30 文字
	×
	
	

	29
	勤務先郵便番号
	最長 20 文字
	×
	
	

	30
	勤務先所在国
	2 文字
	×
	有効な国コードを入力する
	

	31
	メール 2
	最長 255 文字
	
	次の文字はこのレコードの値には使用できない
% [ # ! * & ( ) ~ ` { - ^ } \ | / ? > < , ; : " + = ] 
	

	32
	メール 3
	最長 255 文字
	
	次の文字はこのレコードの値には使用できない
% [ # ! * & ( ) ~ ` { - ^ } \ | / ? > < , ; : " + = ] 
	

	33 ～ 57
	カスタム 1～25（シーケンス= 33～57）
	最長 255 文字
	×
	[組織管理] で設定したカスタム フィールド パラメータに準拠して値を入力します。すべてのカスタム フィールドに適用されます。
	各カスタム フィールド列は、CustomFieldName=CustomFieldValue という形式にします。この CustomFieldName は、出張予約で定義されているフィールドの名前です。
たとえば：
(,,,,,,,,GLCODE=1234,,,,,,)

	58
	XML プロファイル同期 ID
	最長 64 文字
	×
	お客様が割り当てた、一意の出張予約ユーザー ID。ユーザー プロファイルを他の支払先と同期できるようにするためのもの
重要: 次の文字はこのレコードの値には使用できません。
% [  # ! * & ( ) ~ ` { - ^ } \ | / ? > < , ; : " + = ] 
注意: このフィールドは更新のみです。既存のデータを削除するための空白とスペースは、インポート時に値として無視されます。つまり、単一のインポートファイルを使用して、多くのユーザーの該当データを一括削除することはできません。
	

	59
	プロファイル ユーザーのアクセス許可
	Y または N
	×
	出張予約へのアクセスを許可し、プロファイルを GDX または外部の XML 同期ツールに保存できるようにしますが、ユーザーは出張ウィザードから出張を予約することはできません。 
	

	60
	Amadeus ユーザーのアクセス許可
	Y または N
	×
	ユーザーが出張を AeTM からインポートできるようにするかどうかを指定する 
· カスタム フィールドを使用して次の情報をインポートする方法については、後述の「AeTM のユーザー情報を Concur にインポートする」をご参照ください。
· コミュニティ ID
· ログイン ID
注意: このフィールドはまだ表示されていますが、アクティブではなくなり、列に含まれる値はシステムから無視されます。
	

	61
	Open Booking ユーザーのアクセス許可
	Y または N
	×
	注意: このフィールドはグループ対応となり、グループレベルで管理されます。入力されたすべての Y または N は、お客様のテンプレートの既定値をサポートするため、廃止された項目はシステム上無視されます。
Open Booking を使用しているお客様向けです。
Open Booking ユーザー ロールをユーザーに割り当てます。
	

	62 ～ 67
	予備 5～10（シーケンス = 62～67）
	
	×
	予備として確保しています。
	


ハッシュおよび従業員インポート
技術的に、データベース内の項目のインデックスと取得はハッシュが使用されます。これは、元の値を使用して項目を見つけるよりも、短いハッシュ キーを使用して項目を検索する方が速いためです。 
(ソース: http://searchsqlserver.techtarget.com/definition/hashing)
従業員インポートには同じロジックが使用されます。ハッシュ値が一致するレコードをスキップすることで処理が高速化されます。
従業員インポート 350 レベル インポート レコードにどのようにハッシュが使用されるか
従業員インポート 350 レベル レコードが実行されるたび、ユーザー レコードの「ハッシュ」値が作成されます。Travel のコンポーネントに出張の情報が読取および送信されると、値は保存されたハッシュ コードを使用して以前にインポートされた値と比較されます。ハッシュ コードが一致すると、データは送信されません。一致しない場合はデータが送信されます。
これには2つの理由があります。
パフォーマンス - 350 レコードに変更がないため、システムは従業員レコードを再度同期する必要がありません。これにより、インポートが高速化されます。
マニュアルでの変更 - 　これは、ユーザー管理者ロールが出張プロファイルのデータに最終権限を持っていること、また、このデータがデータの変更によって上書きされないことを確認するものです（マニュアルによる変更ではハッシュ値は変更されないことに注意してください）。
マニュアル アップデート後、 350 レコードがスキップされるのはなぜか
Concur Travel のプロファイルが 350 レベル インポート以外の方法で修正された場合、350 レコードが最初に行わる際、作成された「ハッシュ」値が最初の350レコードから保存されたものと一致した後、出張情報は送信されません。

ユーザー管理ロールはレコードの更新に使用されることがあり、使用中のシステム上で値を更新するのに時間がかかるため、レコードが変更されないように希望する場合があります。マスターはユーザー管理または 350 従業員インポートのいずれかになり、両方ということはありません。ユーザー管理ツールによる更新は「良い」値が得られるため、Concur は常にユーザー管理ツールを主な方法として選択します。
ハッシュ値を更新しインポートを再度行う
ハッシュ値を更新する方法はいくつかあります。
350 レコードの変更: 350 レコードの何か（以前マニュアルで更新されたフィールド以外の2つ以上のフィールド）を変更し、ユーザー レコード セキュリティ キーを取得し、ユーザー レコードをリセットおよび変更する方法

カスタム フィールド 1 のユーザー レコード 123ABC を（350 レコードにより設定）、管理者が ABC123 に変更した場合、管理者の変更を上書きする方法は次の 350 インポートで何かを変更することです。その場合のみシステムは更新が「良い」値だということを判断します。
Concur がハッシュ キーの更新を行う: Concur は選択されたユーザーまたは全体に対し、ハッシュ キー更新を実行することができます。

ハッシュ キーのリセットは、Expense のみ、または Expense と Travel の両方をご利用のお客様でも、お客様の Travel 統合設定が完了していれば、Concur サポートにてすぐに実行することができます。Travel 統合にログイン ドメインを持たないお客様がいらっしゃり、その場合「従業員同期準備 - ハッシュ消去」オプションを実行することができません。この場合、Concur は Operation チームにハッシュを消去する依頼をします。

個々のユーザー、および全ての HR フィードを含む Travel のみのサイトに対するハッシュ キーのリセットは、Concur サポートから Operation チームへの依頼で行われます。
長期の目標
Concur はハッシュ コードがスキップされる HR フィードを含むケースを照合しています。ユーザー プロファイルの扱い方を改善するため開発チームと協力しています。Travel および Expense のプロファイルを同じデータベースに置く計画があります。こちらは現在検討中で、終了時期は未定です。
AeTM のユーザー情報を Concur にインポートする
AeTM を使用しているお客様の認証において、各 AeTM ユーザーが既存の SAP Concur ユーザーと一致している必要があります。そのために、2 つの 350 レベル カスタム フィールド（任意のペア）に、AeTM ユーザーと関連する既存の [コミュニティ ID] 値と [ログイン名] 値を含めるように構成します。つまり、お客様がこのデータを収集してインポートに含め、2 つのシステム間で AeTM ユーザーが一致するようにします。 
以下の表では、Concur へのインポートに必要な AeTM の情報を示します。

	フィールド
	別名
	説明

	コミュニティ ID
	Site Code
	AeTM 実装を識別する 8 文字の英数字のコードです。最初の 4 文字が、すべてのユーザーに対し作成されるレベル 1 ID を表します。

	ログイン名
	Real Login 
	ユーザーのログイン ID です。これはユーザー ID とは必ずしも一致しません。64 文字のフィールドで、レベル 1 コミュニティ内では一意です。
次の文字はこのレコードの値には使用できない
% [ # ! * & ( ) ~ ` { - ^ } \ | / ? > < , ; : " + = ] 


350 レベルのカスタム フィールドは以下のように構成します。

	フィールド
	インポート データ ファイルの構文

	コミュニティ ID
	AETM_COMMUNITY_ID=<最長 8 文字>

	ログイン名
	AETM_LOGIN_ID= <最長 64 文字>


インポートでは、2 つのカスタム フィールドのデータは、アプリケーションの AeTM 固有のフィールドに格納されます。ユーザーの最初の旅程をシステムに同期させるとき、AeTM 出張者 ID（AeTM システム内のユーザーの一意のシステム ID）の追加フィールドが、従業員の SAP Concur プロファイルに追加されます。
請求書処理の従業員インポート（レコード タイプ 360）の形式
NOTE: 360 レコード セットを 305/310 レコードと組み合わせて使用すると、最後のレコード セットフィードが優先されます。つまり、重複するロールの割り当てなどにおいては、最後のレコード値が採用されます。 
表8: レコード ID 「EmployeeImporterInvoice」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	360
	〇
	常に 360 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	
	

	3
	請求書処理のユーザー ロール
	Y または N
	×
	
	

	4
	請求書処理の承認者ロール
	Y または N
	×
	
	

	5
	請求書処理の支払先承認者ロール
	Y または N
	×
	
	

	6
	請求書処理の AP ユーザー ロール
	Y または N
	×
	請求書処理の AP ユーザー ロールはグループベースのロールです。このフィールドの値を Y にすると、既定グループ ロールが自動割り当てされます。
特定の支払先アクセス グループを割り当てるには、このフィールドの代わりに 400 レベル レコードを使用します。 
このロールを割り当てるには、請求書処理のユーザー ロールが必要です。
	

	7
	請求書処理の支払先管理ロール
	Y または N
	×
	
	

	8
	請求書処理の購入ロール
	Y または N
	×
	
	

	9
	発注申請ユーザー
	Y または N
	×
	
	

	10
	購入申請の承認者
	Y または N
	×
	
	

	11 ～ 15
	予備 3～7
（シーケンス 11～15）
	
	×
	予備として確保しています。
	

	16
	発注申請ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
	×
	
	

	17
	発注申請が承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
	×
	
	

	18
	既定の発注申請の承認者の従業員 ID
	最長 48 文字

	×
	既存の従業員 ID を入力する必要があります。
	

	19
	支払申請承認者の従業員 ID
	最長 48 文字

	×
	既存の従業員 ID を入力する必要があります。
	

	20
	支払ステータスが変更されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	21
	支払が承認待ちのときにメールを送信
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	22
	支払を提出するときに承認者の指定をプロンプト表示で促す
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	23
	支払申請がユーザーに割り当てられたときにユーザーにメールを送信
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	24
	申請が購入に割り当てられたときにメールを送信
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	25
	申請が購入から差戻されたときにメールを送信
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	26
	このフィールドは廃止されました。
	NA
	×
	注意: 2022年11月1日現在、このフィールドの情報は無効になります。
	

	27
	新規の支払申請作成時に新規の行項目作成をプロンプト表示でユーザーに促す
	Y または N
既定 = Y
	×
	
	

	28
	既定の発送住所
	最長 32 文字
	×
	このフィールドは発注申請に適用されます。このユーザーに関連付けられている発送住所を一意に特定する発送場所コードです。この値は発注申請の作成時に使用されます。
	

	29
	イメージをインラインで表示
	Y または N
既定 = N
	×
	申請に関連付けられているイメージを、ユーザー インターフェイスで、常に申請にインラインで（そばに）表示します。
注意: [イメージを自動で開く] （下記参照）を Y に設定した場合、このフィールドも自動的に Y になります。
	

	30
	イメージを自動で開く
	Y または N
既定 = N
	×
	申請を開くとき、その申請に関連付けられているイメージを、常に自動的に開きます。
注意: このフィールドを Y に設定した場合、[イメージをインラインで表示] （前述）も自動的に Y になります。
	

	31 ～ 35
	予備 16～20 （シーケンス 31～35）
	
	×
	予備として確保しています。
	


取引明細書従業員インポート（レコード タイプ 370）の形式
このレコードは、取引明細書ユーザー ロールと取引明細書マネージャー ロールを付与または取り消し、および従業員に対して取引明細書の承認者を設定します。 
表 9: レコード ID 「EmployeeImporterPcard」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	370
	〇
	常に 370 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	
	

	3
	取引明細レポート ユーザー
	Y または N
既定 = N
	×
	このロールを付与されたユーザーは、Expense ユーザー ロールも自動的に割り当てられます。
	

	4
	取引明細レポートの承認者
	Y または N
既定 = N
	×
	このロールを付与されたユーザーは、マネージャー ロールも自動的に割り当てられます。
	

	5
	従業員の取引明細レポートの承認者の
従業員 ID
	最長 48 文字
	×
	
	

	6 ～ 30
	予備 1～25
	なし
	×
	
	


ロール インポート（レコード タイプ 400）の形式
NOTE: ロール情報は経費精算モジュールに固有であり、従業員インポートのデータは一般的に社内の人事システムから取得されるため、ロール情報が従業員インポートに含まれることはあまりありません。
表 10: レコード ID 「RoleImport」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	400
	〇
	常に 400 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇 
（「説明」を参照）
	ロール インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、現在のインポートで指定します。
	

	3
	ロール コード
	最長 15 文字
	〇
	次のいずれかのロールの有効なロールを入力します。 
	


	コード
	ロール
	お使いのフィールド定義

	ACCT_AUDIT_MGR
	経費精算処理者の監査
注意: ユーザーをこの監査ロールとほかの経費精算処理者ロールに割り当てることはできません。
	

	ACCT_CLERK
	経費の処理者
注意: ユーザーをこの監査ロールとほかの経費精算処理者ロールに割り当てることはできません。
	

	ACCT_MANAGER
	経費処理者のマネージャー
注意: ユーザーをこの監査ロールとほかの経費精算処理者ロールに割り当てることはできません。
	

	CARD_ADMIN
	法人カード管理者
	

	CASHADV_ADMIN
	経費精算の仮払申請管理者
	

	EMPLOYEE_ADMIN
· EMP_ADM_BI_PER
· EMP_ADM_EXP_PER
· EMP_ADM_PMT_PER
	従業員管理者
注意: 従業員管理者に割り当てたユーザーには、レポート（BI）、経費、および支払（請求書処理）のアクセス許可も割り当てる必要があります。これらの追加のアクセス許可は、従業員管理者が、割り当てられたグループ内でその従業員に関して割り当て可能なロールを管理します。
	

	EXP_ADMIN
	経費精算の構成管理者
注意: ユーザーを管理者ロールと制限付き管理者ロールに割り当てることはできません。
	

	EXP_ADMIN_RO
	経費精算の構成管理者（制限付）
注意: ユーザーを管理者ロールと制限付き管理者ロールに割り当てることはできません。
	

	EXP_PROXY_LOGON
	経費精算プロキシ ログオン
	

	GROUP_ANALYST
	CAS アナリスト
	

	INVOICE_RCVR
	請求書処理（支払）処理者
	

	PAYMENT_AUDITOR
	請求書処理（支払）処理者の監査
注意: ユーザーをこの処理者監査ロールとほかの請求書処理（支払）処理者ロールに割り当てることはできません。
	

	PMT_ACCT_CLERK
	請求書処理（支払）処理者
注意: 請求書処理（支払）処理者ロールと監査ロールを同じユーザーに割り当てることはできません。
	

	PMT_ACCT_MGR
	請求書処理（支払）処理者のマネージャー
注意: 請求書処理（支払）処理者のマネージャー ロールと監査ロールを同じユーザーに割り当てることはできません。
	

	PMT_ADMIN
	請求書処理（支払）の構成管理者 
注意: ユーザーを管理者ロールと制限付き管理者ロールに割り当てることはできません。
	

	PMT_ADMIN_RO
	請求書処理（支払）の構成管理者（制限付）
注意: ユーザーを管理者ロールと制限付き管理者ロールに割り当てることはできません。
	

	PMT_AP_USER
	請求書処理（支払）の AP ユーザー 
	

	PMT_PROXY_LOGON
	請求書処理（支払）プロキシ ログオン
	

	PMT_VENDOR_APPROVER
	請求書処理（支払）の支払先管理
注意: 支払先アクセス グループを割り当てる場合はこのフィールドを使用します。このフィールドが 100 レベルの [既存のレコード処理] の REPLACE 機能を使用しないようにご注意ください。
	

	REQ_ADMIN
	事前申請の構成管理者
注意: ユーザーを管理者ロールと制限付き管理者ロールに割り当てることはできません。
	

	REQ_ADMIN_RO
	事前申請の構成管理者（制限付）
注意: ユーザーを管理者ロールと制限付き管理者ロールに割り当てることはできません。
	

	REQ_PROCESSOR1
	TMC の旅行会社
注意: ユーザーを複数の事前申請処理者ロールに割り当てることはできません。
	

	REQ_PROCESSOR2
	事前申請の管理者
注意: ユーザーを複数の事前申請処理者ロールに割り当てることはできません。
	

	REQ_PROCESSOR3
	申請監査人
注意: ユーザーを複数の事前申請処理者ロールに割り当てることはできません。
	

	REQ_PROXY_LOGON
	申請プロキシ ログオン

	

	RISK_PROCESSOR
	リスク マネジメントの処理者
注意: ユーザーをこのロールとほかの事前申請処理者ロールに割り当てることはできません。
	

	RPTNET_BUS_AUTH
	Cognos ビジネス オーサー
注意: ユーザーをこのロールと Cognos プロフェッショナル オーサー ロールまたは Cognos コンシューマー ロールに割り当てることはできません。これらの 3 つのロールのいずれか 1 つだけを割り当てることができます。
	

	RPTNET_CONSUMER
	Cognos コンシューマー
注意: ユーザーをこのロールと Cognos プロフェッショナル オーサー ロールまたは Cognos ビジネス オーサー ロールに割り当てることはできません。これらの 3 つのロールのいずれか 1 つだけを割り当てることができます。
	

	STMT_ACCT_CLERK
	取引明細レポートの処理者
このロールのユーザーには、ACCT_CLERK ロールも必要です（経費精算レポートを処理できる必要があります）。
	

	STMT_ACCT_MGR
	取引明細レポートの処理者のマネージャー
このロールのユーザーには、ACCT_MANAGER ロールも必要です（経費精算レポートを処理できる必要があります）。
	

	STMT_ACCT_AUDT
	取引明細レポートの処理者のマネージャー（監査）
このロールのユーザーには、ACCT_AUDIT_MGR ロールも必要です。
	

	PUR_PROXY_LOGON
	発注申請プロキシ ユーザー
このロールは、発注申請ユーザー ロールが割り当てられたユーザーの代理になることができます。
	

	SHARED_ADMIN
	共有構成管理者 
この従業員が承認権限を持つ階層ノードを識別するために使用される階層セグメント値です。 
空白の場合、グローバル グループとして処理されます。
注意: ユーザーを管理者ロールと制限付き管理者ロールに割り当てることはできません。
	

	SHARED_ADMIN_
RO
	共有構成管理者（制限付）
注意: ユーザーを管理者ロールと制限付き管理者ロールに割り当てることはできません。
	


	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	4
	セグメント 1～10（シーケンス = 7～16）
	
	×
	
	


NOTE: Cognos プロフェッショナル オーサー、税管理者、および税管理者（制限付）は、従業員管理者ツールを使用してのみ、割り当てることができます。
· 警告: 上の表で説明したとおり、一部のロールは重複して割り当てることができません。従業員をあるロールに割り当て済みで、読み込みに別のバージョンのロールを割り当てるレコードが含まれる場合、そのロールは更新されず、従業員の読み込みエラー ログに警告が表示されます。管理者が [従業員管理者] でロールを削除して、新しいバージョンを割り当て可能にする必要があります。
代理インポート（レコード タイプ 500）の形式
代理とは、指定された特定のユーザーに代わって処理を行うユーザーのことです。適切なユーザーの割り当て数は、代理あたり 250 名であるため、Concur においてもこの人数をサポートしています。  共有サービス センターに関してアクセス許可を割り当てる場合は、経費精算のプロキシ ロールを使用します。経費精算のプロキシ ロールは、個別のユーザーが経費精算グループ全体をサポートできるように設計されています。
表 11: レコード ID 「DelegateImport」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	500
	〇
	常に 500 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	Y（「説明」を参照）
	代理インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、現在のインポートで指定します。
	

	3
	代理 ID
	最長 48 文字
	〇
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
	

	4
	製品コード
	大文字と小文字は区別されません。次のいずれかを使用します。
· EXP: 経費精算
· PMT: 請求書処理
	〇
	これらの値を使用して、この表に示した、経費精算または請求書処理の代理オプションを変更するかどうかを指定します。
	

	注意: 以下のオプションは、経費精算および請求書処理の両方に使用されます。[製品コード] フィールドに「EXP」と入力した場合、これらのオプションは経費精算に適用されます。[製品コード] フィールドに「PMT」と入力した場合、これらのオプションは請求書処理に適用されます。

	5
	レポートを作成可能*
	Y または N
既定 = N
	×
	従業員が属しているグループの代理構成が、この設定より優先されます。
	

	6
	レポートを提出可能*
	Y または N
既定 = N
	×
	従業員が属しているグループの代理構成が、この設定より優先されます。
	

	7
	レポートを承認可能*
	Y または N
既定 = N
	×
	従業員が属しているグループの代理構成が、この設定より優先されます。
	

	8
	レポートを一時的に承認可能*
	Y または N
既定 = N
	×
	Y の場合、[一時的な承認代理の開始日] および [一時的な承認代理の終了日] の両方を指定する必要があります。
従業員が属しているグループの代理構成が、この設定より優先されます。
	

	9
	一時的な承認代理の開始日
	最長 8 文字。次の形式で入力します。
YYYYMMDD
	状況による。[レポートを一時的に承認可能] の説明を参照
	
	

	10
	一時的な承認代理の終了日
	最長 8 文字。次の形式で入力します。
YYYYMMDD
	状況による。[レポートを一時的に承認可能] の説明を参照
	
	

	11
	領収書のイメージを表示可能
	Y または N
既定 = N
	×
	従業員が属しているグループの代理構成が、この設定より優先されます。
	

	* このレポートは、経費精算レポートと請求書処理申請の両方を参照します。


代理インポートの拡張（レコード タイプ 550）の形式
代理とは、指定された特定のユーザーに代わって処理を行うユーザーのことです。適切なユーザーの割り当て数は、代理あたり 250 名であるため、Concur においてもこの人数をサポートしています。  共有サービス センターに関してアクセス許可を割り当てる場合は、経費精算のプロキシ ロールを使用します。経費精算のプロキシ ロールは、個別のユーザーが経費精算グループ全体をサポートできるように設計されています。
NOTE:  このレコードを使用した代理に付与される権限は、[従業員] 設定およびその従業員の [ユーザー管理者] 代理設定の両方に適用されます。この変更は、インポートが正常に完了すると、ユーザー インターフェイスに反映されます。
表 12: レコード ID 「EnhancedDelegateImport」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	550
	〇
	常に 550 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	Y（「説明」を参照）
	代理インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、現在のインポートで指定します。
	

	3
	代理 ID
	最長 48 文字
	〇
	既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
	

	4
	製品コード
	大文字と小文字は区別されません。次のいずれかを使用します。
· EXP: 経費精算
· PMT: 請求書処理
· PUR: 発注申請
	〇
	ここで選択したモジュールに、以下のオプションの選択内容すべてが適用されます。
注意: このフィールドに「EXP」を選択した場合、事前申請の代理はすべてのオプションを共有します。申請の提出は例外となるため、以下の [申請を提出可能] フィールドを使用して設定できます。
	

	注意: 以下のオプションは、経費精算および請求書処理の両方に使用されます。[製品コード] フィールドに「EXP」と入力した場合、これらのオプションは経費精算に適用されます。[製品コード] フィールドに「PMT」と入力した場合、これらのオプションは請求書処理に適用されます。 

	5
	レポートを作成可能*
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	6
	レポートを提出可能*
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	7
	レポートを承認可能*
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	8
	レポートを一時的に承認可能*
	Y または N
既定 = N
	×
	Y の場合、[一時的な承認代理の開始日] および [一時的な承認代理の終了日] の両方を指定する必要があります。
	

	9
	一時的な承認代理の開始日
	最長 8 文字。次の形式で入力します。
YYYYMMDD
	状況による。[レポートを一時的に承認可能] の説明を参照
	
	

	10
	一時的な承認代理の終了日
	最長 8 文字。次の形式で入力します。
YYYYMMDD
	状況による。[レポートを一時的に承認可能] の説明を参照
	
	

	11
	領収書のイメージを表示可能
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	12
	メールを受信可能
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	13
	承認メールを受信可能
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	14
	Business Intelligence を利用可能
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	15
	事前申請を提出可能
	Y または N
既定 = N
	×
	「Y」の場合、代理は申請を提出できます。 
	

	16
	承認者のレポートを確認可能
	Y または N
既定 = N
	×
	代理は、経費精算レポートの承認準備が許可されます（[経費精算の管理] ＞ [代理構成] ＞ [代理は承認者のレポートを確認可能]）。
注意: 経費精算および事前申請に適用されます。
	

	17 ～ 18
	予備 4～5（シーケンス = 17～18）
	なし
	なし
	予備として確保しています。
	

	* このレポートは、経費精算レポート、請求書、および購入申請を参照します。


カード口座インポート（レコード タイプ 600）の形式
注意: 600 カード口座インポーター レコード セットは、2010年より前からこのレコード セットを使用しているお客様のみが利用できます。この日付より後のすべてのユーザーは、650 のレコード セットを使用しなければなりません。これには、いくつかの利点があります。たとえば、 出張予約モジュールとカード口座を同期する場合は、600 レコード セットではなく 650 レコード セットを使用してください。650 レコード セットには、このタスクを実行するために必要な [カード タイプ] フィールドと [有効期限] フィールドが含まれているためです。
図 13: レコードI D 「CardAccountImport」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	600
	〇
	常に 600 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	カード口座インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を指定するか、現在のインポートの値を使用します。
	

	3
	カードに記された名前
	最長 255 文字
	〇
	
	

	4
	支払タイプ名
	最長 80 文字
	〇
	有効な支払タイプを入力します。
	

	5
	口座番号
	最長 16 文字
	〇
	注意: カード タイプを使用して桁数を確認するための検証は行われません。
	

	6
	発効日
	最長 8 文字。次の形式で入力します。
YYYYMMDD
	×
	注意: インポートされる各法人カード取引については、経費精算モジュールが、取引の計上日と関連するカードの発効日を比較します。次に:
· 計上日が発効日より前の場合、その取引はインポートされません。
· 発効日が設定されていない場合、計上日にかかわらずすべての取引がインポートされます。
	

	7
	クレジット カード交換口座
	最長 20 文字
	×
	
	


カード口座インポートの拡張（レコード タイプ 650）の形式
注意: 650 カード口座のインポーター レコード セットはすべてのお客様が利用可能で、すべてのインスタンスで 600 レコードセットの代わりに使用される必要があります。これには、いくつかの利点があります。たとえば、 出張予約モジュールとカード口座を同期する場合は、600 レコード セットではなく 650 レコード セットを使用してください。650 レコード セットには、このタスクを実行するために必要な [カード タイプ] フィールドと [有効期限] フィールドが含まれているためです。
表 14: レコード ID「EnhancedCardAccountImport」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	650
	〇
	常に 650 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	カード口座インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を指定するか、現在のインポートの値を使用します。
	

	3
	カードに記された名前
	最長 255 文字
	〇
	
	

	4
	支払タイプ名
	最長 80 文字
	〇
	有効な支払タイプを入力します。
	

	5
	口座番号
	最長 16 文字
	〇
	注意: カード タイプを使用して桁数を確認するための検証は行われません。
	

	6
	発効日
	最長 8 文字。YYYYMMDD の形式で入力します
	×
	注意: インポートされる各法人カード取引については、経費精算モジュールが取引の計上日と関連するカードの発効日を比較します。 
次に:
· 計上日が発効日より前の場合、その取引はインポートされません。
· 発効日が設定されていない場合、計上日にかかわらずすべての取引がインポートされます。
	

	7
	クレジット カード交換口座
	最長 20 文字
	×
	
	

	8
	カード タイプ
	最長 2 文字
次の値が有効です。
· AX: American Express
· CA: MasterCard
· CB: Carte Blanche
· DC: Diners Club
· DS: Discover
· EC: EuroCard
· ER: ENROUTE
· JC: JCB International
· OT: Other
· TP: UATP Card
· VI: VISA
	〇
	出張予約へのカード口座抽出にカード口座を含める場合、このフィールドは必須です。
	

	9
	有効期限
	最長 8 文字。YYYYMMDD の形式で入力します
	省略可*
	カード口座の有効期限の日付です。
*このカード口座を出張予約と同期する場合は必須です。
	

	10
	請求先住所
	最長 1,000 文字
	×
	カード口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための請求先の住所です。
	

	11
	請求先都市
	最長 30 文字
	×
	カード口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための請求先の都市です。
	

	12
	請求先州
	最長 30 文字
	×
	カード口座に対してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための請求先の州です。
	

	13
	請求先郵便番号
	最長 20 文字
	×
	カード口座に対してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための請求先の郵便番号です。
	

	14
	請求先国コード
	2 文字
	×
	カード所有者の請求書が送信される国の 2 文字の ISO 国コードです。
	

	注意: 以下の 4 つの「プログラム」フィールドすべてで値 $BLANK$ を使用すると、カード プログラムからカード口座のリンクが自動的に解除されます。

	15
	カード プログラム タイプ 
	最長 5 文字
	必須／省略可 *
	口座がリンクされるカード プログラムのタイプです。
有効なカード プログラム タイプを入力します。
· PURCH (Purchasing Card Program) 
	

	16
	カード プログラム国 
	2 文字
	必須／省略可 *
	カードが発行された国の英数字 2 文字の ISO コードです（US、CA など）。
	

	17
	カード プログラム発行者 
	最長 64 文字
大文字小文字を区別 – カード プログラムの構成に使用されている名前に完全に一致する必要があります（例: US BANK、US Bank など）
	必須／省略可 *
	カードのプロバイダ（発行元）の名前です。 
	

	18
	カード プログラム名 
	最長 64 文字
大文字小文字を区別 – カード プログラムの構成に使用されている名前に完全に一致する必要があります（例: US BANK、US Bank など）
	必須／省略可 *
	口座がリンクされるカード プログラムの名前です。この値は、有効なカード プログラム名にします。
	

	* 会社請求の取引明細書（CBS）機能を使用する場合、インポートの 4 つのフィールドすべてを入力する必要があります。

	19
	アカウントを出張予約と同期 
	Y または N
NULL（空白）
既定 = NULL
	×
	指定したアカウントを、出張予約への従業員抽出ジョブに含めるかどうかを指定します。含めない場合は「N」を選択し、含める場合は「Y」を指定します。空白にすると既定の NULL になります。
	

	20 – 24
	予備 6～10（シーケンス = 20～24）
	なし
	なし
	予備として確保しています。
	


承認権限者インポート（レコード タイプ 700）の形式
このレコードは承認権限者インポートに対応しています。購入申請承認者をご利用のお客様は、購入申請の承認タイプをサポートしている 720 レコード タイプを使用する必要があります。
表 15: レコード ID 「AuthorizedApproverImport」 の データ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	700
	〇
	常に 700 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	承認タイプ
	大文字と小文字は区別されません。次のいずれかを使用します。
· EXP: 経費精算レポート
· PMT: 支払申請
· REQ: 事前申請 
	〇
	これらの値を使用して、この表に示した、経費精算、請求書処理、または事前申請の代理オプションを変更するかどうかを指定します。
	

	3
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	承認権限者インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、現在のインポートで指定します。
	

	4 ～ 13
	セグメント 1～10（シーケンス 4～13）
	
	×
	この従業員が承認権限を持つ階層ノードを識別するために使用される階層セグメント値です。
空白の場合、グローバル グループとして処理されます。
	

	14
	規定外フラグ ベースの承認権限
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	15
	承認限度額
	数字
	×
	承認限度額の通貨で指定します。
使用した場合、下記の [承認限度額の通貨コード] を指定する必要がります。
	

	16
	承認限度額の通貨コード
	3 文字
	従属による: [承認限度額] の説明を参照
	[承認限度額] を使用する場合、このフィールドも必要です。
3桁または3文字の通貨コードを入力できます。システム（払戻）通貨のリストにある有効な通貨にする必要があります。
	


原価対象の承認者インポート（レコード タイプ 710）の形式
表 16: レコード ID 「CostObjectApproverImport」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	710
	〇
	常に 710 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	承認タイプ
	大文字と小文字は区別されません。次のいずれかを使用します。
· EXP: 経費精算レポート
· PMT: 支払申請
· REQ: 事前申請
· PUR: 発注申請
	〇
	これらの値を使用して、この表に示した、経費精算、請求書処理、または事前申請の代理オプションを変更するかどうかを指定します。
	

	3
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	原価対象の承認者インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、現在のインポートで指定します。
	

	4 ～ 13
	セグメント 1～10（シーケンス = 4～13）
	
	×
	この従業員が承認権限を持つ階層ノードを識別するために使用される階層セグメント値です。
空白の場合、グローバル グループとして処理されます。
	

	14
	規定外フラグ ベースの承認権限
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	15
	承認限度額
	数字
	×
	承認限度額の通貨で指定します。
使用した場合、下記の [承認限度額の通貨コード] を指定する必要がります。
	

	16
	承認限度額の通貨コード
	3 文字
	従属による: [承認限度額] の説明を参照
	[承認限度額] を使用する場合、このフィールドも必要です。
3桁または3文字の通貨コードを入力できます。システム（払戻）通貨のリストにある有効な通貨にする必要があります。
	

	17
	レベル
	数字 1 桁（1、2、3 など）
	×
	従業員の承認レベルです。従業員がレポートまたは申請を承認する順序を示します。 
	


レベルのある承認権限者インポート（レコード タイプ 720）の形式
表17: レコード ID 「AuthApproverWithLevelImporter」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	720
	〇
	常に 720 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	承認タイプ
	大文字と小文字は区別されません。次のいずれかを使用します。
· EXP: 経費精算レポート
· PMT: 支払申請
· REQ: 事前申請
· PUR: 発注申請
	〇
	これらの値を使用して、この表に示した経費精算、請求書処理、または事前申請の代理オプションを変更するかどうかを指定します。
	

	3
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	原価対象の承認者インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、現在のインポートで指定します。
	

	4 ～ 13
	セグメント 1～10（シーケンス = 4～13）
	
	×
	この従業員が承認権限を持つ階層ノードを識別するために使用される階層セグメント値です。
空白の場合、グローバル グループとして処理されます。
	

	14
	規定外フラグ ベースの承認権限
	Y または N
既定 = N
	×
	
	

	15
	承認限度額
	数字
	×
	承認限度額の通貨で指定します。
使用した場合、下記の [承認限度額の通貨コード] を指定する必要がります。
	

	16
	承認限度額の通貨コード
	3 文字
	従属による: [承認限度額] の説明を参照
	[承認限度額] を使用する場合、このフィールドも必要です。
3桁または3文字の通貨コードを入力できます。システム（払戻）通貨のリストにある有効な通貨にする必要があります。
	

	17
	レベル
	数字 1 桁（1、2、3 など）
	×
	従業員の承認レベルです。従業員がレポートまたは申請を承認する順序を示します。 
	


承認権限者の削除インポート（レコード タイプ 750）の形式
表 18: レコード ID「DeleteAuthorizedApproverImport」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	750
	〇
	常に 750 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	承認タイプ
	大文字と小文字は区別されません。次のいずれかを使用します。
· EXP: 経費精算レポート
· PMT: 支払申請
· REQ: 事前申請
· PUR: 発注申請
	〇
	これらの値を使用して、この表に示した経費精算、請求書処理、または事前申請の代理オプションを変更するかどうかを指定します。
	

	3
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	承認権限者インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、現在のインポートで指定します。
	

	4 ～ 13
	セグメント 1～10（シーケンス = 4～13）
	
	×
	この従業員が承認権限を持つ、削除対象の階層ノードを識別するために使用される階層セグメント値です。
空白の場合、グローバル グループとして処理されます。
	


原価対象の承認者の削除インポート（レコード タイプ 760）の形式
表 19: レコード ID「"DeleteCostObjectApproverImport」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	760
	〇
	常に 760 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	承認タイプ
	大文字と小文字は区別されません。次のいずれかを使用します。
· EXP: 経費精算レポート
· PMT: 支払申請
· REQ: 事前申請
· PUR: 発注申請
	〇
	これらの値を使用して、この表に示した経費精算、請求書処理、または事前申請の代理オプションを変更するかどうかを指定します。
	

	3
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	原価対象の承認者インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、現在のインポートで指定します。
	

	4 ～ 13
	セグメント 1～10（シーケンス = 4～13）
	
	×
	この従業員が承認権限を持つ、削除対象の階層ノードを識別するために使用される階層セグメント値です。
空白の場合、グローバル グループとして処理されます。
	


EFT 銀行口座インポート（レコード タイプ 800）の形式
重要： これは旧銀行プロファイルで、新しい Expense Pay - グローバルの銀行機能をサポートしていないため、新規のインポート アクティビティに使用してはなりません。代わりに、旧版および今後の Expense Pay 銀行データの両方に互換性のある、拡張された 810 レコードを使用して新規の銀行データ インポートを作成してください。
表 20: レコード ID 「EFT BankAccountImport」 のデータ

	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	800
	〇
	常に 800 の固定値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	EFT 銀行口座インポートを使用する場合、このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を指定するか、現在のインポートの値を使用します。
	

	3 ～ 4
	予備 1～2（シーケンス = 3～4）
	なし
	
	予備として確保しています。
	

	5
	EFT 銀行口座番号
	最長 29 文字
	〇
	口座番号です。
	

	6
	EFT 銀行口座ルーティング番号
	· USD: 9 桁の数字
· CAD: 9 桁の数字。先頭の0、3 桁の金融機関番号、および 5 桁の支店番号で構成されています。
· その他: 最小長 3 文字
	〇
	銀行に割り当てられているルーティング番号です。
	

	7
	EFT 銀行口座タイプ
	次のいずれかです。
· SA: 普通
· CH: 当座
	〇
	口座タイプ（普通または当座）です。

	

	8
	EFT 銀行口座通貨コード
	銀行が使用する通貨の通貨コードです。
	〇
	3 桁または 3 文字の通貨コードを入力できます。システム通貨のリストにある有効な通貨にする必要があります。
	

	9
	アクティブ
	Y または N
既定 = N
	〇
	銀行口座がアクティブか非アクティブかを指定します。
	


EFT 詳細銀行口座インポート（レコード タイプ 810）の形式
重要： これは現行の銀行プロファイルで、新しい Expense Pay - グローバルの銀行機能をサポートしているため、新規のインポート アクティビティに対し常に使用してください。新規の銀行データ インポートの作成に 800 レコードを使用しないでください。
表 21: レコード ID「EFT BankAccountImport」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	810
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	必須フィールドです。既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
	

	3
	銀行所在国
	2 文字
	〇
	経費請求者が銀行口座を持つ国の 2 文字の ISO 国コードです。
	

	4
	銀行識別番号（BIN）
	以下のガイドラインに準拠する最長 11 文字。
· USD: 9 桁のルーティング番号
· AUS: 6 桁の BSB コード 
· CAD: 9 桁の数字。先頭の0、3 桁の金融機関番号、および 5 桁の支店番号で構成されています。
· EUR: 8 桁または 11 桁の SWIFT コード。SWIFT コードの 5 番目と 6 番目は、経費請求者が銀行口座を保有する国の 2 桁の ISO 国コードです。
· HK: 3桁の銀行コード + 3 桁の支店コード = ルーティング番号
· 日本: 4 桁の銀行番号 + 3 桁の支店番号
· NZ: 2 桁の銀行番号 + 4 桁の支店番号 
· SING: 4 桁の銀行コード + 3 桁の支店コード
· GBP: 分類コード（6 桁の数値）
· IN: 11 文字の IFSC
	Y = US、CAD、オーストラリア、ニュージーランド、香港、中国、シンガポール、スイス。通貨 = Euro、スウェーデンまたは EUR
N = ノルウェー、メキシコ、スイス。通貨 = CHF

	海外ユーザーは BIN または SWIFT 番号を参照します。

	

	5
	IBAN 番号
	· SEK、EUR、CHF: 最長 48 文字
· 日本: 7 桁の数字
· MX: CLABE が口座番号です
· NZ: 7 桁の口座番号 + 2 桁または 3 桁のサフィックス番号
· UK: 8 文字の口座番号
· IN: 1～34 文字の口座番号
· HK: 銀行口座番号 - 数字、最長 9 桁、最小 1 桁、長さは銀行によって異なります
	〇
	国際銀行勘定番号（IBAN）は、銀行口座を識別するための国際標準です。形式は国ごとに異なります。

	

	6
	支店名
	最長 48 文字
	CA では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、US、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	経費請求者が銀行口座を持つ国の銀行の支店名です。
日本の場合は銀行名（15 文字）を指定します。
	

	7
	支店所在地
	最長 30 文字
	CA と US では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	支店と銀行名を組み合わせることで、経費請求者が銀行口座を持つ支店の所在地を明確にします。
日本の場合は支店名（15 文字）を指定します。
	

	8
	銀行口座タイプ
	2 文字 
次のいずれかです。
· SA: 普通
· CH: 当座
	〇
	口座タイプ（普通または当座）です。 
	

	9
	通貨コード
	3 文字
例: USD、CAD、MXN
	〇
	3 桁または 3 文字の通貨コードを入力できます。システム通貨のリストにある有効な通貨にする必要があります。
	

	10
	口座の名義
	最長 48 文字
	CA と US では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	この銀行口座の名義です。
	

	11
	住所行 1
	最長 48 文字
	CA では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、US、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。住所行 1、または番地および建物番号です。
	

	12
	住所行 2
	最長 48 文字
	CA では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、US、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。住所行 2、または建物名です。
	

	13
	住所の都市
	最長 24 文字
	CA では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、US、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。住所の年です。 
	

	14
	住所の地方
	最長 24 文字
	MX、 US と HK では必須。CA、シンガポールでは空白。UK、SEPA 諸国、スイス、スウェーデン、オーストラリア、ニュージーランドではオプション。 
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。地区、県、地方、州、都道府県などの国のサブ区分です。
	

	15
	住所の郵便番号
	最長 20 文字
	CA、香港、中国では空白。AUS、MX、NZ、UK、US、シンガポール、スイス、スウェーデンは必須。
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。住所の郵便番号です。 
	

	16
	アクティブ
	· Y = はい（アクティブ）
· N = いいえ（非アクティブ）
既定 = N
	×
	銀行口座がアクティブかどうかを指定します。
	

	17
	税 ID
	最長 48 文字
	×
	従業員に関連付けられた税 ID
	

	18
	銀行口座ルーティング番号
	最長 48 文字
	×
	第二 SWIFT コード
	

	19
	が居住者
	· Y = はい（居住者）
· N = いいえ (非居住者)
	×
	従業員が、銀行サービスを提供している国と同じ国の居住者かどうかを特定します。
注意： このフィールドは、Expense Pay 処理の外で従業員に支払をする際に、税の影響があるか判断する場合に役立ちます。
	

	20 ～ 36
	予備 1～20（シーケンス = 20～36）
	なし
	なし
	予備として確保しています。
	


 EFT 詳細銀行口座インポート（レコード タイプ 820）の形式
重要な注意事項: このインポートの定義は Expense Pay Global と互換性があり、 今後の Pay ソリューションに必要となります。
表 22: レコード ID「EFT BankAccountImport」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	820
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	必須フィールドです。既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
	

	3
	銀行所在国
	2 文字
	〇
	経費請求者が銀行口座を持つ国の 2 文字の ISO 国コードです。
	

	4
	銀行識別番号（BIN）
	以下のガイドラインに準拠する最長 11 文字。
· USD: 9 桁のルーティング番号
· AUS: 6 桁の BSB コード 
· CAD: 9 桁の数字。先頭の0、3 桁の金融機関番号、および 5 桁の支店番号で構成されています。
· EUR: 8 桁または 11 桁の SWIFT コード。SWIFT コードの 5 番目と 6 番目は、経費請求者が銀行口座を保有する国の 2 桁の ISO 国コードです。
· HK: 3桁の銀行コード + 3 桁の支店コード = ルーティング番号
· 日本: 4 桁の銀行番号 + 3 桁の支店番号
· NZ: 2 桁の銀行番号 + 4 桁の支店番号 
· SING: 4 桁の銀行コード + 3 桁の支店コード
· GBP: 分類コード（6 桁の数値）
· IN: 11 文字の IFSC
	Y = US、CAD、メキシコ、オーストラリア、ニュージーランド、香港、中国、日本、シンガポール、スイス。通貨 = Euro、スウェーデン、MXN、JYP、または EUR
N = ノルウェー、スイス。通貨 = CHF

	海外ユーザーは BIN または SWIFT 番号を参照します。 BIN は 8- または 10- 文字の SWIFT コードです。

	

	5
	IBAN 番号
	· SEK、EUR、CHF: 最長 48 文字
· 日本: 7 桁の数字
· MX: CLABE が口座番号です
· NZ: 7 桁の口座番号 + 2 桁または 3 桁のサフィックス番号
· UK: 8 文字の口座番号
· IN: 1～34 文字の口座番号
· HK: 銀行口座番号 - 数字、最長 9 桁、最小 1 桁、長さは銀行によって異なります
	〇
	国際銀行勘定番号（IBAN）は、銀行口座を識別するための国際標準です。形式は国ごとに異なります。

	

	6
	支店名
	最長 48 文字
	CA では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、US、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	経費請求者が銀行口座を持つ国の銀行の支店名です。
日本の場合は銀行名（15 文字）を指定します。日本では英数字を使用することができます。
	

	7
	支店所在地
	最長 30 文字
	CA と US では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	支店と銀行名を組み合わせることで、経費請求者が銀行口座を持つ支店の所在地を明確にします。
日本の場合は支店名（30 文字）を指定します。日本では英数字を使用することができます。
	

	8
	銀行口座タイプ
	2 文字 
次のいずれかです。
· SA: 普通
· CH: 当座
	〇
	口座タイプ（普通または当座）です。 
	

	9
	通貨コード
	3 文字
例: USD、CAD、MXN
	〇
	3 桁または 3 文字の通貨コードを入力できます。システム通貨のリストにある有効な通貨にする必要があります。
	

	10
	口座の名義
	最長 48 文字
	CA と US では空白。AUS、HK、日本、MX、NZ、UK、シンガポール、スウェーデン、スイスおよび SEPA 諸国では必須。
	この銀行口座の名義です。日本では英数字を使用することができます。
	

	11
	住所行 1
	最長 48 文字
	CA、 AUS、 HK、 日本、 MX、 NZ、 UK、 US、シンガポール、スウェーデン、スイス、および SEPA 諸国では必須。
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。住所行 1 または番地および建物番号です。
	

	12
	住所行 2
	最長 48 文字
	CA、 AUS、 HK、 日本、 MX、 NZ、 UK、 US、シンガポール、スウェーデン、スイス、および SEPA 諸国では必須。
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。住所行 2 または建物名です。
	

	13
	住所の都市
	最長 24 文字
	CA、 AUS、 HK、 日本、 MX、 NZ、 UK、 US、シンガポール、スウェーデン、スイス、および SEPA 諸国では必須。
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。住所の年です。 
	

	14
	住所の地方
	最長 24 文字
	CA、MX、US、日本、 HK では必須。シンガポールでは空白。UK、SEPA 諸国、スイス、スウェーデン、オーストラリア、およびニュージーランドではオプション。 
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。地区、県、地方、州、都道府県などの国のサブ区分です。
	

	15
	住所の郵便番号
	最長 20 文字
	香港、中国では空白。AUS、CA、MX、NZ、UK、US、日本、シンガポール、スイス、およびスウェーデンでは必須。
	この銀行口座に関してカード会社が従業員宛てに郵送を行うための住所です。住所の郵便番号です。 
	

	16
	アクティブ
	· Y = はい（アクティブ）
· N = いいえ（非アクティブ）
既定 = N
	×
	銀行口座がアクティブかどうかを指定します。
	

	17
	税 ID
	最長 48 文字
	メキシコでは必須。
	従業員に関連付けられた税 ID
税 ID は、 RFC コード (13文字 - 例: MALA780724988)、または CURP コード (18文字 - 例: GOJO601228HVZRML07)。
	

	18
	銀行口座ルーティング番号
	最長 48 文字
	INR および SDG では必須 (SwifT/BIC で設定)
	第二 SWIFT コード
	

	19
	が居住者
	· Y = はい（居住者）
· N = いいえ (非居住者)
	×
	従業員が、銀行サービスを提供している国と同じ国の居住者かどうかを特定します。
注意： このフィールドは、Expense Pay 処理の外で従業員に支払をする際に、税の影響があるか判断する場合に役立ちます。
	

	20
	電話番号
	なし
	×
	予備の
	

	21
	銀行支店の住所行 1
	最長 48 文字
	日本では必須
	
	

	22
	銀行支店の住所　市
	最大 24 文字 JPY: 都道府県を入力
	日本では必須
	
	

	23
	銀行支店の住所地域
	最長 20 文字
	日本では必須
	
	

	24
	銀行支店郵便番号
	2 文字
	日本では必須
	
	

	25
	国籍
	2文字、大文字と小文字を区別、ISO 国コード
例: USD、CAD、MXN
	インドで必須
	従業員の現在の法的国籍保有国これは、パスポートに表示される国です。

	

	26 ～ 36
	予備 1～25（シーケンス = 26～36）
	なし
	なし
	予備として確保しています。
	


車両インポート（レコード タイプ 900）の形式
900 レベルのフィールドを使用した既存の車両構成の更新はサポートされていません。
· 重要: 900 レベルのフィールドは、車両または車両基準により距離を積算する場合、複数の車両のインポートをサポートしません。複数車両のインポートは、構成によって距離が積算されている場合のみサポートされます。

これは、旧走行距離サービスに適用され、新しい走行距離サービスには適用されません。
表 23: レコード ID「CarImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	900
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	車両を登録する従業員を定義します。このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
	

	3
	車タイプ
	3 文字
· COM = 社用車
· PER = 私有車 
	〇
	ユーザーに私有車と社用車両方が構成されている場合、該当する車両を指定できるようにするために必要です。
	

	4
	車両 ID
	最長 30 文字
	〇
	車両リストで使用する車両の名前を定義します。
	

	5
	車両の基準名
	最長 30 英数字
	×
	車両の基準を構成に使用する場合は必須です。
	

	6
	最初に記録されている距離
	数字
	〇
	新規ユーザーに関する、レポート期間の累積走行距離です。  通常はゼロに設定します。
	

	7
	非アクティブ
	Y または N
	×
	「Y」にすると、既存の車両登録が非アクティブになります。
空白の場合は「N」とみなされます。
	


車両インポート（レコード タイプ 910）の形式
910 レコード セットのフィールドは、特定のユーザーに関連する新しい車両レコードを作成するために使用します。これらのフィールドを使用した既存の車両構成の更新はサポートされていません。
· 重要: 910 レベル フィールドは、[車両基準] および [車両] によって距離が蓄積された場合、複数の車両のインポートをサポートしません。複数車両のインポートは、走行距離が [構成] により蓄積される場合のみサポートされます。

これは、旧走行距離サービスに適用され、新しい走行距離サービスには適用されません。
表 24: レコード ID「CarImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	910
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	車両を登録する従業員を定義します。このフィールドは必須です。既存の従業員 ID を入力するか、または現在のインポートで指定します。
	

	3
	車タイプ
	3 文字
· COM = 社用車
· PER = 私有車 
	〇
	ユーザーに私有車と社用車両方が構成されている場合、該当する車両を指定できるようにするために必要です。
	

	4
	車両 ID
	最長 30 文字
	〇
	車両リストで使用する車両の名前を定義します。
	

	5
	車両の基準名
	最長 30 文字
	×
	車両の基準を構成に使用する場合は必須です。
	

	6
	最初に記録されている距離
	数字
	〇
	新規ユーザーに関する、レポート期間の累積走行距離です。  通常はゼロに設定します。
	

	7
	非アクティブ
	Y または N
	×
	「Y」にすると、既存の車両登録が非アクティブになります。
空白の場合は「N」とみなされます。
	

	8
	会社指定車両
	Y または N
	×
	経費エントリを作成するときに表示される既定の車両です。
注意: このレコードを使用して、既存の推奨車両を上書きすることはできません。
「Y」にすると、既存の車両が推奨（既定）車両としてマークされます。
空白の場合は「N」とみなされます。
	

	9
	排気量
	最長 10 文字
	×
	馬力（hp）単位のエンジンの規模です。
	

	10
	エネルギー
	最長 48 文字
	×
	車両の駆動に使用されるエネルギーのタイプです（ガソリン、電気など）。リスト管理で定義したリストによって制御されます。このリストは、リスト項目のコードに対して検証されます。
	

	11
	CO2 排出率
	最長 10 文字
	×
	車両の二酸化炭素排出率です。
	

	12
	サーキュレーション開始日
	最長 10 文字
	×
	「YYYYMMDD」という形式で指定します。
	

	13
	会社のサーキュレーション開始日
	最長 10 文字
	×
	「YYYYMMDD」という形式で指定します。
	

	14
	サーキュレーション終了日
	最長 10 文字
	×
	「YYYYMMDD」という形式で指定します。
	

	15
	登録日
	最長 10 文字
	×
	「YYYYMMDD」という形式で指定します。
	

	16 ～ 20
	カスタム 1～5（シーケンス= 16～20）
	最長 48 文字
	×
	各フィールドは最長 48 文字です。カスタム フィールド データは以下のように検証されます。
· 初めに、従業員フォームの必須のカスタム フィールドを確認します。フォームがカスタム フィールドを指定しているのにフィードに値がない場合はエラーとして扱い、レコードは処理されません。
· カスタム フィールドが必須であり、値が検証に合格しなかった場合、エラーとして扱われます。 
· カスタム フィールドが必須ではなく、値が検証に合格しなかった場合は警告がログに記録されます。
· フォームに定義された各フィールドには、指定されたデータ タイプに基づいて適切な検証が行われます。
· リスト（カスタムおよび連結）: リスト項目のコードに対して検証されます。
· 日付: YYYYMMDD 形式の有効な日付であること。 
· ブール: 値が Y または N であること。
· 数字: 値が数字であること（例. 10000.00）。
· テキスト: 最長の文字数以下であること。また、フィールドに指定された検証に合格していること。
注意: カスタム フィールドには、個人的な機密情報や個人を特定できる情報を使用しないことをお勧めします。
	

	21 ～ 25
	予備 1～5（シーケンス = 21～25）
	なし
	
	予備として確保しています。
	


分析バースティング値インポート（レコード タイプ 1000）の形式
バースティングについてさらに詳しい情報は、ユーザー ガイド「Analysis/Intelligence: バースティング」をご参照ください。 
表 25: レコード ID「AnalyticsBurstingValueImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	1000
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	バースト レポートを受信する従業員を定義します（例: JSMITH）。
	

	3
	バースティング ID
	最長 48 文字
	〇
	バースティング データの ID またはカテゴリーです。バースト レポートを受信するグループ ユーザーのユーザー定義値です（例: コスト センター 1234）。
	

	4
	バースティング値
	最長 64 文字
	〇
	レポートがバーストされる実際の値です（例: コスト センター 1234 のすべてのデータを受信したい場合）。
	

	5 ～ 14
	予備 1～10（シーケンス = 5～14）
	なし
	
	予備として確保しています。
	


分析バースティング値の削除インポート（レコード タイプ 1100）の形式
このレコード タイプは、トランザクション データベースのカスタム バースト テーブルから値を削除します。以下のフィールドの数は、1000 レベルの分析バースティング値インポートと一致する必要があります。
DELETE ALL RECORDS 値を使用したレコードの削除
値 DELETE_ALL_RECORDS は、指定したフィールドまたはフィールド グループの現在の値を削除するために使用します。削除すると、1 名または複数のレポート受信者にバースト レポートが送信されなくなります。
レコード サンプル
このレコード サンプルは、Cost Center Owners のバースティング ID JSMITH に対して生成され、送信されるレポートのすべてのレコードを削除します（受信の中止）。レコードは、DELETE_ALL_RECORDS 値が設定された順序で処理されるため、次のレコードは削除の影響を受けません。値に先行するレコードのみが削除されます。
1100,JSMITH,COST_CENTER_OWNERS,DELETE_ALL_RECORDS,,,,,,,,,,
以下のレコード サンプルは、カスタム バースティング テーブルのすべてのレコードの削除を進めます。
1100,DELETE_ALL_RECORDS,DELETE_ALL_RECORDS,DELETE_ALL_RECORDS,,,,,,,,,,
バースティングについてさらに詳しい情報は、ユーザー ガイド「Analysis/Intelligence: バースティング」をご参照ください。 
表 26: レコード ID「DeleteAnalyticsBurstingValueImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	1100
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	バースト レポートの受信を停止する従業員を定義します（例: JSMITH）。
	

	3
	バースティング ID
	最長 48 文字
	〇
	バースト レポートの受信を停止するグループ（例: コスト センター 1234）を定義します。
	

	4
	バースティング値
	最長 64 文字
	〇
	トランザクション データベースのバースティング テーブルから削除するレポートの値です（例: コスト センター 1234 のすべてのデータを受信しない場合）。
	

	5 ～ 14
	予備 1～10（シーケンス = 5～14）
	なし
	
	予備として確保しています。
	


事前申請分離レコード インポート（レコード タイプ1200）の形式
1200 レコード タイプは、旅行会社を整数キー形式（1、2 など）で関連付け、[既定の旅行会社のオフィス コード] 行の分離レコードを事前申請インポートに追加します。 
レコード サンプル
このレコード サンプルは、Byrne Travel（旅行会社 = 1）を、従業員 JSMITH に関連付けます。
1200,JSMITH,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,
表 27: レコード ID「RequestAddendumImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	1200
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	[既定の旅行会社のオフィス コード] の下に指定されている旅行会社に関連する従業員を定義します（例: JSMITH）。
	

	3
	既定の旅行会社のオフィス コード
	整数 
	〇
	[従業員 ID] で指定した従業員に関連付けられる旅行会社のオフィスの名前を定義します。 
このフィールドは以下の条件に基づいて更新、またはログにエラーや警告が記録されます。
· 指定した値が従業員の割り当て済みグループで許可されている場合、レコードは処理されます。
· このフィールドが必須フィールドとしてフォームで構成され、値がフィールドに入力されていない場合、レコードは処理されず、エラーになります。
· このフィールドが必須フィールドとしてフォームで構成され、値が検証に合格しなかった場合、レコードは処理されず、エラーになります。
· このフィールドが必須フィールドとして構成されず、値が検証に合格しなかった場合、レコードは処理され、警告がログに記録されます。
	

	4 ～ 80
	予備 1～77（シーケンス = 4～80）
	なし
	なし
	予備として確保しています。
	


既存の JPTユーザーに対する JPY 定期券経路インポート（レコード タイプ 1300）の形式
1300 レコード タイプは、従業員 ID で駅間の通勤経路を追加します。 
レコード サンプル
このレコード サンプルは、従業員 JSMITH の前払い定期券に、東京メトロ有楽町線の和光市から新木場までの通勤経路を追加します。
1300,JSMITH,N,WAKOSHI,TOKYO-METRO YURAKUCHO LINE,SHIN-KIBA,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,
表 28: レコード ID「JPYCommuterPassRoutesImporter」のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	1300
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	従業員を定義する (例: JSMITH) 
従業員ごとに一意の ID を用意します。
	

	3
	削除しますか?
	Y または N
既定 = N
	×
	この通勤経路をシステムから削除しますか？
	

	4
	出発駅名
	
	〇
	定期券の出発駅名。
	

	5
	路線名
	
	〇
	この通勤経路に使用される定期券の路線名（このレコードの出発駅から到着駅を結ぶ路線名）
	

	6
	到着駅名
	
	〇
	定期券の到着駅名。
	

	7
	開始日
	YYYYMMDD の形式で最大 8 文字
	〇
	定期券の開始日（アクティブになる日）。
	

	8
	終了日
	YYYYMMDD の形式で最大 8 文字
	〇
	定期券の終了日（非アクティブ化される日）。
	

	9
26
	予備 3～20（シーケンス = 9～26）
	なし
	なし
	予備として確保しています。
	


新 UI の新 JPT 向け JPY 定期券経路インポート（レコード タイプ 1300）の形式
1300 レコード タイプは、従業員 ID で駅間の通勤経路を追加します。 
NOTE: 1300 フォーマットを使用して新 JPT の定期券経路をインポートする際、参照 (#9) フィールドの詳細仕様については駅すぱあとの提供元にご相談ください。
レコード サンプル
このレコード サンプルは、従業員 JSMITH の前払い定期券に、東京メトロ有楽町線の和光市から新木場までの通勤経路を追加します。
1300,JSMITH,N, Wakoshi, , Shin-Kiba,, 和光市:東京メトロ有楽町線(和光市－新木場):Down:新木場,,,,,,,,,,,,,,,,,,
表 29: レコード ID 「JPYCommuterPassRoutesImporter」 のデータ

	#
	名前
	定義
	必須？
	説明
	お使いのフィールド定義

	1
	取引タイプ
	1300
	〇
	固定の数値です。レコード タイプを示します。
	

	2
	従業員 ID
	最長 48 文字
	〇
	従業員を定義する (例: JSMITH) 
従業員ごとに一意の ID を用意します。
	

	3
	削除しますか?
	Y または N
既定 = N
	×
	この通勤経路をシステムから削除しますか？
Y に設定されている場合、削除する定期券レコードを特定するため、システムが従業員 ID、開始日、終了日の組合せをチェックします。
	

	4
	出発駅名
	
	〇
	定期券の出発駅名。
	

	5
	路線名
	
	×
	通勤経路に使用される定期券の路線名新 UI 上の JPT では、この値は保存されません。
	

	6
	到着駅名
	
	〇
	定期券の到着駅名。
	

	7
	開始日
	YYYYMMDD の形式で最大 8 文字
	〇
	定期券の開始日
注意: 既存の定期券の有効期間と、インポート ファイル開始日/終了日が重なる場合、インポートは失敗します。
	

	8
	終了日
	YYYYMMDD の形式で最大 8 文字
	×
	定期券の有効期間の終了日
注意: 既存の定期券の有効期間と、インポート ファイル開始日/終了日が重なる場合、インポートは失敗します。
	

	9
	参照
	
	〇
	通勤定期区間を差し引いた運賃を計算する駅すぱあとエンジンの専用文字列
例: 和光市:東京メトロ有楽町線(和光市－新木場):Down:新木場
前払いルートとして、東京メトロ有楽町線を利用し、和光市から新木場

	

	10
26
	予備 3～20（シーケンス = 10～26）
	なし
	なし
	予備として確保しています。
	


セクション 5:  ステップ2: インポート データ ファイルを Concur に移動
ファイルが完成し、インポート データ ファイルを提出する準備ができたら、インポートデータファイルを Concur の FTP サーバーにインポートします。 
新規のお客様には、インポートの設定が導入の一環として含まれています。システムを導入済でこの機能の使用をご希望のお客様は、SAP Concur クライアント サポートにお問い合わせください。
NOTE: お客様は、インポート スケジュールが設定されているかどうか確認することができます。インポート / 抽出監視ロールに割り当てられているユーザーは、エンティティに設定されているインポート定義およびスケジュールを確認することができます。
セクション 6:  ステップ 3: Concur がデータをインポート
Concur はあらかじめ決められたスケジュールに従って、インポート データ ファイルをお客様のデータ ベースに読み込ませるジョブを実行します。処理が完了したら、Concur はジョブ完了の自動メールによって従業員情報が更新されたことをお客様に通知します。変更はユーザー側に直ちに反映されます。
セクション 7:  付録
Concur 内部専用のシステム レコード ロールの使用について
お客様のエンティティで作業するために SAP Concur の管理者にのみ付与されたロールがあります。ConcurAuditor、ConcurConsultant、および ConcurAdmin などのロールは、Concur がお客様に代わってご要望を反映したり、トラブルシューティングやお客様のエンティティの全面的な完全性を維持するために使用する安全な「システム」ロールです。 
お客様が従業員やユーザー インポートで作業する中で、これらのロールに出会うことがあります。たとえば、システム レコード (CT_EMPLOYEE.SYSTEM_RECORD) や、これに類似するものです。これらはお客様が使用するエンティティを保全するためにアプリケーションまたは Concur が使用するため、無視をしても問題ありません。
ロケール コード
これらのコードを使用する前に、対象のロケールを実装済みであることを確認してください。確認するには以下の方法をお試しください:
· ［ユーザー プロファイル] > [システム設定] > [既定の言語] にて現在割当てられているコードを確認する
· SAP Concur サポートへのお問合せ
掲載されていないロケールの情報については、お客様サポートにお問い合わせください。
有効化による現在のローカル コードの決定 - ロケール コードの変更方法
ユーザープロファイルまたはインポートによって利用できるロケールは、導入時にどの言語が有効化されたかによって異なります。ロケールは、言語およびシステム設定との組み合わせであり、日付、時間、数値などの要素が含まれます。 
ユーザーは、ユーザープロファイル ページにて既定の設定を変更することができます。ユーザーは理想的な作業環境のため、自分の好みに合わせてシステムを設定することが可能です。
複数のダイアレクト（方言）のサポート
SAP Concur が複数のダイアレクト（方言）をサポートしている場合、有効化された言語によって、ロケールに関連付けられた言語が変更される可能性があります。例えば、フランス語が有効化されるとすべてのフランス語のロケールは既定のフランス語を使用します。しかし、カナダフランス語が有効化されている場合、 fr_CA ロケールで、カナダフランス語が使用されます。第一言語が有効化されていない場合、全ての第一言語は英語、米国(en）に設定されます。
	ロケール
	第一言語
	代替言語
（第一言語が有効でない場合）

	オランダ語（ベルギー）
オランダ語（オランダ）
	オランダ語(nl)
	英語、米国(en - 既定）

	中国語（中国）
中国語(シンガポール) 
	中国語 簡体字(zh_CN)
	英語、米国(en - 既定）

	中国語（香港、中国）
中国語（台湾、中国）
	中国語 簡体字(zh_TW)
	英語、米国(en - 既定）

	英語（オーストラリア） 
英語（カナダ） 
英語（英国） 
英語（アイルランド） 
英語（インド） 
英語（ニュージーランド） 
英語（南アフリカ）
	英語、英国(en_GB)
	英語、米国(en - 既定）

	フランス語（カナダ）
	フランス語、カナダ(fr_CA)
	フランス語(fr)

	フランス語（ベルギー）
フランス語（フランス）
フランス語（ルクセンブルク）
フランス語（スイス）
	フランス語(fr)
	英語、米国(en - 既定）

	ドイツ語（オーストリア）
ドイツ語（ドイツ）
ドイツ語（ルクセンブルク）
ドイツ語（スイス）
	ドイツ語(de)
	英語、米国(en - 既定）

	イタリア語（イタリア）
イタリア語（スイス）
	イタリア語(it)
	英語、米国(en - 既定）

	韓国語（北朝鮮）
韓国語（韓国）
	韓国語（ko）
	英語、米国(en - 既定）

	スペイン語（アルゼンチン）
スペイン語（ボリビア）
スペイン語（チリ）
スペイン語（コロンビア）
スペイン語（コスタリカ）
スペイン語（ドミニカ共和国）
スペイン語（エクアドル）
スペイン語（エルサルバドル）
スペイン語（グアテマラ）
スペイン語（ホンジュラス）
スペイン語（メキシコ）
スペイン語（ニカラグア）
スペイン語（パナマ）
スペイン語（パラグアイ）
スペイン語（ペルー）
スペイン語（プエルトリコ）
スペイン語（ウルグアイ）
スペイン語（ベネズエラ）
	スペイン語、ラテンアメリカ(es_LA)
	スペイン語、スペイン(es)

	スペイン語（スペイン）
	スペイン語、スペイン(es)
	英語、米国(en - 既定）


	既定のロケール

	英語（オーストラリア）
	en_AU

	英語（カナダ）
	en_CA

	英語（英国）
	en_GB

	英語（アイルランド）
	en_IE

	英語（インド）
	en_IN

	英語（ニュージーランド）
	en_NZ

	英語（米国）
	en_US

	英語（南アフリカ）
	en_ZA


	サポートされている言語のロケール

	ブルガリア語（ブルガリア）
	bg_BG

	中国語（中国）
	zh_CN

	中国語 （香港、中国）
	zh_HK

	中国語 (シンガポール)
	zh_SG

	中国語 （台湾、中国）
	zh_TW

	クロアチア語（クロアチア）
	hr_HR

	チェコ語（チェコ共和国）
	cs_CZ

	デンマーク語（デンマーク）
	da_DK

	オランダ語（ベルギー）
	nl_BE

	オランダ語（オランダ）
	nl_NL

	英語（オーストラリア）
	en_AU

	英語（カナダ）
	en_CA

	英語（インド）
	en_IN

	英語（アイルランド）
	en_IE

	英語（ニュージーランド）
	en_NZ

	英語（南アフリカ）
	en_ZA

	英語（英国）
	en_GB

	英語（米国）
	en_US

	フィンランド語（フィンランド）
	fi_FI

	フランス語（ベルギー）
	fr_BE

	フランス語（カナダ）
	fr_CA

	フランス語（フランス）
	fr_FR

	フランス語（ルクセンブルク）
	fr_LU

	フランス語（スイス）
	fr_CH

	ドイツ語（オーストリア）
	de_AT

	ドイツ語（ドイツ）
	de_DE

	ドイツ語（ルクセンブルク）
	de_LU

	ドイツ語（スイス）
	de_CH

	ハンガリー語（ハンガリー）
	hu_HU

	インドネシア語（インドネシア）
	id_ID

	イタリア語（イタリア）
	it_IT

	イタリア語（スイス）
	it_CH

	日本語（日本）
	ja_JP

	韓国語（北朝鮮）
	ko_KP

	韓国語（韓国）
	ko_KR

	ノルウェー語（ノルウェー）
	no_NO

	ポーランド語（ポーランド）
	pl_PL

	ポルトガル語（ブラジル）
	pt_BR

	ルーマニア語 (ルーマニア)
	ro_RO

	ロシア語 (ロシア連邦)
	ru_RU

	スロバキア語 (スロバキア)
	sk_SK

	スペイン語（アルゼンチン）
	es_AR

	スペイン語（ボリビア）
	es_BO

	スペイン語（チリ）
	es_CL

	スペイン語（コロンビア）
	es_CO

	スペイン語（コスタリカ）
	es_CR


	サポートされている言語のロケール

	スペイン語（ドミニカ共和国）
	es_DO

	スペイン語（エクアドル）
	es_EC

	スペイン語（エルサルバドル）
	es_SV

	スペイン語（グアテマラ）
	es_GT

	スペイン語（ホンジュラス）
	es_HN

	スペイン語（メキシコ）
	es_MX

	スペイン語（ニカラグア）
	es_NI

	スペイン語（パナマ）
	es_PA

	スペイン語（パラグアイ）
	es_PY

	スペイン語（ペルー）
	es_PE

	スペイン語（プエルトリコ）
	es_PR

	スペイン語（スペイン）
	es_ES

	スペイン語（ウルグアイ）
	es_UY

	スペイン語（ベネズエラ）
	es_VE

	スウェーデン語（スウェーデン）
	sv_SE

	タイ語（タイ）
	th-TH

	トルコ語 (トルコ)
	tr_TR


国コード（2019 年 3 月現在）
	国
	ISO コード
	
	国
	ISO コード

	アフガニスタン
	AF
	
	ボツワナ
	BW

	オーランド諸島
	AX
	
	ブーベ島
	BV

	アルバニア
	AL
	
	BRAZIL
	BR

	アルジェリア
	DZ
	
	英領インド洋領土
	IO

	アメリカ領サモア
	AS
	
	ブルネイ ダルサラーム
	BN

	アンドラ
	AD
	
	ブルガリア
	BG

	ANGOLA
	AO
	
	ブルキナファソ
	BF

	アングイラ
	AI
	
	ブルンジ
	BI

	南極大陸
	AQ
	
	カンボジア
	KH

	アンティグア バーブーダ
	AG
	
	カメルーン
	CM

	アルゼンチン
	AR
	
	CANADA
	CA

	アルメニア
	AM
	
	カボベルデ
	CV

	ARUBA
	AW
	
	ケイマン諸島
	KY

	オーストラリア
	AU
	
	中央アフリカ共和国
	CF

	オーストリア
	AT
	
	CHAD
	TD

	アゼルバイジャン
	AZ
	
	CHILE
	CL

	バハマ
	BS
	
	CHINA
	CN

	バーレーン
	BH
	
	クリスマス島
	CX

	バングラデシュ
	BD
	
	ココス (キーリング) 諸島
	CC

	バルバドス
	BB
	
	コロンビア
	CO

	ベラルーシ
	BY
	
	コモロ
	KM

	ベルギー
	BE
	
	コンゴ民主共和国
	CD

	BELIZE
	BZ
	
	コンゴ共和国
	CG

	BENIN
	BJ
	
	クック諸島
	CK

	バミューダ
	BM
	
	コスタリカ
	CR

	BHUTAN
	BT
	
	コートジボアール
	CI

	ボリビア
	BO
	
	クロアチア
	HR

	ボネール島、シント ユースタティウス島およびサバ島
	BQ
	
	CUBA
	CU

	ボスニア ヘルツェゴビナ
	BA
	
	キュラソー島
	CW


	国
	ISO コード
	
	国
	ISO コード

	CYPRUS
	CY
	
	グレナダ
	GD

	チェコ共和国
	CZ
	
	グアドループ
	GP

	デンマーク
	DK
	
	GUAM
	GU

	ジブチ
	DJ
	
	グアテマラ
	GT

	ドミニカ
	DM
	
	ガーンジー
	GG

	ドミニカ共和国
	DO
	
	GUINEA
	GN

	エクアドル
	EC
	
	ギニア ビサウ
	GW

	EGYPT
	EG
	
	GUYANA
	GY

	エルサルバドル
	SV
	
	HAITI
	HT

	赤道ギニア
	GQ
	
	ハード島とマクドナルド諸島
	HM

	エリトリア
	ER
	
	ホンジュラス
	HN

	エストニア
	EE
	
	香港、中国
	HK

	エチオピア
	ET
	
	ハンガリー
	HU

	フェロー諸島
	FO
	
	アイスランド
	IS

	フォークランド諸島 (マルビナス諸島)
	FK
	
	INDIA
	IN

	FIJI
	FJ
	
	インドネシア
	ID

	フィンランド
	FI
	
	イラン (イスラム共和国)
	IR

	FRANCE
	FR
	
	IRAQ
	IQ

	仏領ギアナ
	GF
	
	アイルランド
	IE

	仏領ポリネシア
	PF
	
	マン島
	IM

	仏領極南諸島
	TF
	
	ISRAEL
	IL

	GABON
	GA
	
	ITALY
	IT

	GAMBIA
	GM
	
	ジャマイカ
	JM

	グルジア
	GE
	
	JAPAN
	JP

	ドイツ
	DE
	
	JERSEY
	JE

	GHANA
	GH
	
	JORDAN
	JO

	ジブラルタル
	GI
	
	カザフスタン
	KZ

	GREECE
	GR
	
	KENYA
	KE

	グリーンランド
	GL
	
	キリバス
	KI


	国
	ISO コード
	
	国
	ISO コード

	朝鮮民主主義人民共和国
	KP
	
	モンテネグロ
	ME

	韓国
	KR
	
	モントセラト
	MS

	KUWAIT
	KW
	
	MONACO
	MC

	キルギスタン
	KG
	
	モンゴル
	MN

	ラオス人民民主共和国
	LA
	
	モロッコ
	MA

	LATVIA
	LV
	
	モザンビーク
	MZ

	レバノン
	LB
	
	ミャンマー
	MM

	レソト
	LS
	
	ナミビア
	NA

	リベリア
	LR
	
	NAURU
	NR

	LIBYA
	LY
	
	NEPAL
	NP

	リヒテンシュタイン
	LI
	
	オランダ
	NL

	リトアニア
	LT
	
	ニューカレドニア
	NC

	ルクセンブルク
	LU
	
	ニュージーランド
	NZ

	マカオ、中国
	MO
	
	ニカラグア
	NI

	マケドニア (旧ユーゴスラビア共和国)
	MK
	
	NIGER
	NE

	マダガスカル
	MG
	
	ナイジェリア
	NG

	MALAWI
	MW
	
	NIUE
	NU

	マレーシア
	MY
	
	ノーフォーク島
	NF

	モルジブ
	MV
	
	北マリアナ諸島
	MP

	MALI
	ML
	
	NORWAY
	NO

	MALTA
	MT
	
	OMAN
	OM

	マーシャル諸島
	MH
	
	パキスタン
	PK

	マルティニク
	MQ
	
	PALAU
	PW

	モーリタニア
	MR
	
	パレスチナ
	PS

	モーリシャス
	MU
	
	PANAMA
	PA

	マヨット
	YT
	
	パプアニューギニア
	PG

	MEXICO
	MX
	
	パラグアイ
	PY

	ミクロネシア連邦
	FM
	
	PERU
	PE

	モルドバ共和国
	MD
	
	フィリピン
	PH


	国
	ISO コード
	
	国
	ISO コード

	ピトケルン
	PN
	
	南アフリカ
	ZA

	POLAND
	PL
	
	サウスジョージアとサウスサンドイッチ諸島
	GS

	ポルトガル
	PT
	
	南スーダン
	SS

	プエルトリコ
	PR
	
	SPAIN
	ES

	QATAR
	QA
	
	スリランカ
	LK

	レユニオン
	RE
	
	ST.ピエール島およびミクロン島
	PM

	ルーマニア
	RO
	
	SUDAN
	SD

	ロシア連邦
	RU
	
	スリナム
	SR

	RWANDA
	RW
	
	スバールバル諸島およびヤンマイエン島
	SJ

	サンバルテルミー
	BL
	
	スワジランド
	SZ

	セントヘレナ、アセンションおよびトリスタンダクーニャ諸島
	SH
	
	SWEDEN
	SE

	セントキッツおよびネビス
	KN
	
	スイス
	CH

	セントルシア
	LC
	
	シリア アラブ共和国
	SY

	サンマルタン
	MF
	
	台湾、中国
	TW

	セントビンセント グレナディーン諸島
	VC
	
	タジキスタン
	TJ

	SAMOA
	WS
	
	タンザニア連合共和国
	TZ

	サンマリノ
	SM
	
	タイ
	TH

	サントメ プリンシペ
	ST
	
	東ティモール
	TL

	サウジアラビア
	SA
	
	TOGO
	TG

	セネガル
	SN
	
	トケラウ諸島
	TK

	SERBIA
	RS
	
	TONGA
	TO

	セイシェル
	SC
	
	トリニダード トバゴ
	TT

	シエラレオネ
	SL
	
	チュニジア
	TN

	シンガポール
	SG
	
	TURKEY
	TR

	シント マールテン島 (オランダ領部分)
	SX
	
	トルクメニスタン
	TM

	スロバキア共和国
	SK
	
	タークス諸島 カイコス諸島
	TC

	スロベニア
	SI
	
	TUVALU
	TV

	ソロモン諸島
	SB
	
	UGANDA
	UG

	ソマリア
	SO
	
	ウクライナ
	UA


	国
	ISO コード

	アラブ首長国連邦
	AE

	英国
	GB

	アメリカ合衆国
	US

	米領太平洋諸島
	UM

	ウルグアイ
	UY

	ウズベキスタン
	UZ

	バヌアツ
	VU

	バチカン市国
	VA

	ベネズエラ
	VE

	ベトナム
	VN

	英領バージン諸島
	VG

	米領バージン諸島
	VI

	ウォリス フトゥーナ諸島
	WF

	西サハラ
	EH

	YEMEN
	YE

	ZAMBIA
	ZM

	ジンバブエ
	ZW


☼
製品共通： 従業員インポート
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以下の SAP Concur ソリューションに適用されます。


( Expense�( Professional/Premium edition�( Standard edition


( Travel �( Professional/Premium edition �( Standard edition


( Invoice�( Professional/Premium edition �( Standard edition


( Request�( Professional/Premium edition�( Standard edition















